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ジ
ャ
ン
・
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カ
ジ
ェ
ウ
イ
ツ
ツ

『
多
橿
命
題
計
算
學
に
点
て
』

近

　をじの

駿
九
鰻

洋

逸
鐸

第
一
節

第
二
節

第
珊
節

第
四
節

第
五
節

窮
六
節

第
七
節

第
入
節

第
九
飾

鼠

次

様
相
陳
蓮

様
胡
陳
述
に
蘭
す
る
諸
命
題

様
稲
陳
述
に
配
す
る
最
初
の
二
命
題
か
ら
の
諸
結
果

檬
相
陳
蓮
に
關
す
る
第
三
命
題
か
ら
の
結
果

二
障
命
題
計
算
學
に
於
け
る
檬
糟
陳
述
に
興
す
る
諸
命
題
の

矛
贋

檬
相
陳
述
と
三
界
の
命
題
計
算
…
學

可
能
性
概
念
の
定
義

可
能
挫
概
念
の
定
義
の
諸
結
果

多
慣
の
念
題
計
算
．
學
の
慌
系
の
誓
學
的
意
昧

箆
二
節
　
様
窟
醸
述
（
ヨ
○
号
δ
レ
蕊
ω
9
σ
碕
①
ε

　
三
蓋
命
題
計
算
墨
は
、
其
成
立
を
、
所
謂
「
様
翻
隙
蓮
」
及
び
之

・
と
密
接
に
結
び
付
い
た
可
能
性
と
必
然
性
の
概
念
に
就
て
私
が

輿
へ
た
研
究
に
負
ふ
て
る
る
。

　
な
　
　
り
　
　
な
　
　
ゆ

　
撰
相
陳
蓮
と
は
、
次
の
四
箇
の
表
示
の
一
に
從
っ
て
作
ら
れ
て

み
る
陳
述
の
こ
と
で
あ
る
。
1

　
ω
汐
が
可
．
能
で
あ
る
。
　
記
號
で
は
鵠
“

　
働
力
が
可
能
で
な
い
。
　
記
號
で
は
〉
鶉
“

　
㈲
非
汐
が
町
能
で
あ
る
。
記
號
で
は
隻
り

　
④
葬
汐
は
可
能
で
な
い
。
記
號
で
は
き
、
葺

　
丈
字
力
は
此
慮
で
は
紐
意
の
依
嘱
を
表
し
、
〃
は
否
定
の
記

號
（
ご
き
．
．
U
い
瓦
。
窪
忌
．
、
）
で
あ
り
、
μ
は
「
…
が
可
能
で
あ
る
」

（
ご
霧
冨
け
ヨ
O
ぴ
q
鍔
0
7
倉
霧
。
。
．
．
）
と
の
葺
葉
に
鋤
慮
す
る
。
「
雰
ρ
が

可
能
で
な
い
」
（
と
Φ
ω
算
忌
。
三
白
α
σ
q
重
げ
馳
曾
。
。
ω
嵐
。
ぎ
忌
．
．
）
と
雷

ふ
代
り
に
、
［
、
ノ
が
必
然
的
で
あ
る
L
（
ご
霧
難
論
。
牙
①
鼠
圃
魯
ω
切

寂
．
）
と
い
ふ
語
法
を
用
ひ
る
こ
と
も
撫
來
る
。
①



ILO9．　3

　
①
此
世
ザ
の
研
究
に
重
て
は
私
は
一
九
コ
○
年
六
月
五
明
、
8
ゴ
、
（
い
署
の
ポ

　
　
ー
ラ
ソ
ド
醤
離
断
曾
で
報
告
し
た
。
之
の
本
質
的
二
四
容
は
ポ
ー
ラ
ソ

　
　
ド
雑
誌
ご
秀
琴
劉
男
鷺
§
o
浄
導
壕
．
智
鍵
σ
q
．
〈
こ
匿
誉
撃
Q
り
・
困
8
一
ご

　
　
蒋
9
6
婆
α
話
お
8
、
で
獲
表
さ
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
此
虞
に
爆
け
た
表
示
は
カ
ン
ト
の
意
味
の
「
問
題
卑
し
（
鷲
。
び
す

H
慧
野
。
｝
同
）
及
び
「
定
需
評
し
（
碧
。
農
（
勢
9
）
鋼
噺
と
は
潟
じ
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

な
い
。
其
等
表
示
に
は
寧
ろ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
始
ま
る
中
世
論

理
學
の
様
相
陳
蓮
が
照
臥
す
る
。
此
等
は
次
の
四
簡
の
「
様
相
」

（
駕
。
鳥
訟
ω
）
一
可
能
ご
筍
。
錺
㎞
戴
｝
Φ
．
．
（
例
へ
ば
．
と
G
Q
o
o
醜
舞
Φ
旨
。
嘗
駅
－

お
δ
婁
O
o
隆
σ
器
．
．
）
、
不
可
能
ご
営
覧
婁
凶
議
Φ
．
．
偶
然
v
》
8
髭
守

q
φ
霧
．
．
及
び
必
然
、
ち
0
8
・
。
蟹
門
口
旨
．
．
i
一
を
用
ひ
て
作
ら
れ
た
。

σ今
述
べ
た
懲
欝
の
様
籾
の
他
に
な
ほ
中
世
論
理
學
者
に
依
っ
て

｝
般
に
他
の
二
箇
の
様
相
、
邸
ち
眞
二
く
。
毎
影
．
．
及
び
儒
ご
賦
7

q・

闌
ｿ
ヘ
ハ
が
纂
け
ら
れ
九
。
然
し
此
様
相
は
そ
れ
以
上
に
は
顧
慮
さ

れ
な
か
っ
た
。
此
等
に
照
鷹
す
る
同
町
旧
記
「
ρ
が
眞
で
あ
る
」

（
ご
霧
鯨
蓄
｝
き
伽
霧
の
㌧
．
．
）
及
び
「
鉾
が
儒
で
あ
る
」
（
ご
①
。
・
韓

逗
頓
。
7
島
窃
。
。
、
．
．
）
を
ζ
ψ
及
び
〉
》
〉
い
㌦
．
と
エ
キ
バ
レ
ン
ト
で
あ
る

と
見
た
か
ら
で
あ
る
○
②

　
②
　
娼
奉
艮
㌍
Φ
翁
。
旧
嵩
。
簿
Φ
鳥
無
二
。
讐
簿
貯
掛
げ
。
】
己
㌶
扁
｝
〔
】
o
．
ゆ
9
賢
目
●

　
　
し
り
●
諏
り
拶
警
｝
●
餐
り
ω
・
謡
ぴ
掛
髭
帰
●
軌
鳶
・
蓼
羅
Q

　
　
　
　
　
ツ
ヤ
ン
’
か
カ
ジ
ェ
ウ
イ
ッ
ツ
『
多
偵
命
題
謙
箪
學
に
就
て
駈

「
…
が
可
能
な
り
」
（
も
。
・
斡
怨
讐
プ
無
熱
・
．
、
）
の
表
示
は
此

慮
で
は
定
義
し
な
い
。
其
意
味
は
様
湘
陳
蓮
に
封
し
て
成
立
す
る

請
命
題
か
ら
明
瞭
で
あ
る
。

第
二
節
　
藁
蕎
陳
述
に
關
す
る
諸
命
題

　
論
理
墨
史
に
於
て
我
々
は
補
薬
陳
蓮
に
驕
す
る
三
　
群
の
諸
命

題
に
遭
遇
す
る
。

　
第
一
群
に
私
は
、
古
典
論
理
畢
か
ら
傅
來
さ
れ
、
之
に
依
っ
て

自
明
的
眞
理
と
し
て
無
謹
明
の
ま
＼
お
か
れ
て
る
九
周
鋼
の
諸

命
題
を
算
へ
る
。
一

　
（
a
）
　
諺
ぴ
。
零
冨
①
お
Ω
・
創
φ
り
。
ω
ゆ
養
δ
け
8
霧
呂
β
Φ
導
引

　
（
必
然
か
ら
存
在
へ
と
推
理
が
成
立
す
る
。
）

　
（
b
）
浮
㊦
。
・
ω
⑦
跳
冨
馨
益
簿
8
湧
。
馨
魯
鋤
斜

　
（
存
在
か
ら
可
能
へ
と
推
理
が
成
立
す
る
。
）

　
韓
位
（
閑
。
簿
麺
℃
o
碑
駅
。
疑
）
に
依
り
勧
か
ら
第
三
命
題
を
得
る
。

（
c
）
き
8
鐸
葱
ω
。
ω
蝕
ぎ
箒
。
・
。
・
3
・
餌
算
8
房
8
器
探
聾

　
最
後
の
命
題
の
意
味
は
一
「
不
可
能
存
在
か
ら
非
存
在
へ
と

推
理
が
成
立
す
る
」
（
と
く
。
欝
裟
魯
け
彰
α
σ
毎
琴
冨
⑦
貯
p
窺
裟
9
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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@
　
　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
二
頁
凶
十
七
號

m
．

　
　
q
謄
Φ
鉱
同
旨
象
Φ
司
○
曜
Φ
歴
餌
箒
隣
⑩
離
【
鉱
験
へ
．
）
で
み
の
る
。
例
一
働
湘
数
は
4

　
　
で
可
分
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
如
何
な
る
素
数
も

　
　
4
で
可
分
で
は
な
い
Q
此
例
は
自
明
的
で
あ
る
Q
そ
し
て
第
一
群

　
　
の
命
題
の
代
表
と
し
ょ
う
と
す
る
次
の
一
般
命
題
も
自
明
的
で

　
　
あ
る
。
一

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
工
　
ψ
が
可
能
で
な
い
と
き
は
非
望
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
考
①
影
三
三
。
葺
ヨ
産
霊
冨
け
し
。
・
。
。
の
〉
。
・
。
誉
プ
ζ
■
）

　
　
　
次
の
第
二
群
の
命
題
は
さ
し
て
知
ら
れ
て
は
み
な
い
が
岡
じ

　
　
く
直
黒
的
で
あ
る
だ
ら
う
。
之
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
依
っ
て

　
　
日
プ
①
o
島
。
雰
の
う
ち
に
引
用
さ
れ
る
。
③
一

　
　
　
（
d
）
　
d
⇔
β
ヨ
ρ
二
〇
幽
ρ
露
ρ
ρ
奏
鐸
9
0
③
。
。
け
”
○
℃
○
詳
Φ
け
。
器
Φ
●

　
　
「
そ
れ
が
在
る
時
に
は
常
に
そ
れ
が
何
で
あ
ら
う
と
必
然
的
で

　
　
あ
る
。
し
（
と
毒
聖
岳
g
ぎ
昌
2
≦
鋤
導
霧
翼
、
算
ご
。
署
Φ
腎

　
　
島
駁
．
．
）
こ
の
命
題
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
4
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
彼

　
　
に
依
れ
ば
、
凡
て
の
存
在
物
（
G
Q
①
一
㊦
P
創
O
）
が
必
然
的
で
あ
る
の
で

　
　
は
な
く
、
ま
た
凡
て
の
非
存
在
物
（
窯
｛
O
び
帥
皿
④
｛
①
P
岱
O
）
が
不
可
能
で

　
　
あ
る
の
で
は
な
い
。
併
し
い
つ
で
も
存
在
物
が
在
る
と
き
に
は
そ

　
　
れ
は
必
然
的
で
も
あ
り
、
そ
し
て
罪
存
書
物
が
存
織
し
な
い
と
き

　
　
に
は
常
に
そ
れ
は
不
可
能
で
も
あ
る
。
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

　
③
型
露
・
ω
。
寒
h
§
讐
財
門
愁
5
Φ
亀
§
鼻
膨
9
＜
押
の
．
困
撃

　
④
u
①
葺
巽
陶
．
り
．
お
跨
捻
り

　
い
ま
暴
け
た
諸
命
題
を
解
齢
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
さ
し

あ
た
り
次
に
例
を
あ
び
る
。
一

　
私
が
今
晩
家
に
居
る
こ
と
は
必
然
的
で
は
な
い
が
、
然
し
私
が

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も

既
に
今
晩
家
に
屠
る
と
き
に
は
、
こ
の
前
提
の
も
と
に
於
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

私
が
今
晩
家
に
居
る
こ
と
は
必
然
的
で
あ
る
。
第
二
例
－
私
が

懐
中
無
一
文
の
こ
と
は
稀
に
は
あ
る
。
然
し
私
が
（
或
時
刻
宅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

於
て
）
懐
中
無
一
文
で
あ
る
と
き
に
は
、
こ
の
前
提
の
も
と
に
於

て
は
私
が
（
嗣
じ
痔
刻
t
に
煮
て
）
懐
中
に
金
銭
を
持
つ
こ
と
は

可
能
で
は
な
い
。

　
此
等
の
例
に
於
て
は
二
つ
の
こ
と
を
注
図
す
べ
き
で
あ
る
。

一
第
一
、
陳
蓮
「
私
が
命
藁
家
に
み
る
」
及
び
「
私
は
（
時
刻
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
於
て
）
懐
中
無
｝
文
で
・
あ
る
」
は
虞
な
り
と
前
提
さ
れ
、
こ
の

前
提
の
も
と
に
於
て
夫
々
必
然
性
と
不
可
能
性
が
推
論
さ
れ
る
。

第
二
、
㈲
の
中
の
言
葉
ご
ρ
β
鴛
鳥
○
．
、
及
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に

て
そ
れ
に
封
秘
す
る
噸
演
§
．
．
は
條
件
的
な
も
の
で
は
な
く
、
蒔

間
的
不
攣
詞
（
8
津
℃
○
猛
。
国
尻
巳
邑
）
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
時
間

的
に
結
合
さ
れ
た
陳
蓮
に
看
て
時
間
の
規
定
が
陳
述
の
内
容
に



　
　
含
ま
れ
る
と
き
に
は
、
聴
聞
的
な
る
も
の
は
條
件
的
な
る
も
の
に

　
　
移
行
す
る
。

　
　
　
な
ほ
上
記
の
黙
劇
は
、
我
々
が
第
二
群
の
命
題
の
代
表
と
考
へ

　
　
よ
う
と
す
る
次
の
一
般
的
命
題
を
基
礎
付
け
る
に
も
充
分
に
明

　
　
瞭
で
あ
る
。
i

　
　
　
　
の
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
1
1
　
非
ノ
が
前
提
さ
れ
る
と
、
（
此
前
提
の
も
と
に
於
て
は
）
汐

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
は
可
能
で
は
な
い
（
名
幽
乙
く
○
鑓
塁
σ
身
。
ω
簿
き
紆
。
。
。
。
鼠
。
窪
忌
”
ω
o

　
．
馨
＄
（
露
鐸
け
Φ
轡
侮
閂
①
の
O
戦
ノ
N
O
一
，
節
雌
ω
融
O
け
N
賃
⇔
α
黛
）
巳
。
葺
諺
α
σ
q
閂
｛
o
｝
ポ
9
。
。
。
。

　
　
》
）

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
第
三
群
は
唯
一
箇
の
命
題
か
ら
成
る
。
之
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
の
爾
側
可
能
姓
（
σ
Φ
箆
。
『
。
・
㊦
凶
掩
壕
罫
薩
一
。
穿
Φ
δ
の
概
念
に
も
と

　
　
つ
い
て
み
る
。
爾
側
面
に
向
っ
て
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
へ

　
　
敬
に
あ
り
得
る
が
然
し
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
と
こ
ろ

　
　
の
も
の
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
る
と
多
々
あ
る
。
例
へ
ば
、
此

　
　
著
物
が
切
裂
か
れ
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
ま
た
切
裂
れ
ぬ

　
　
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
⑤
我
々
は
ま
た
斯
う
も
鳶
ふ
。
…
！
此
病

　
　
人
が
死
ぬ
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
併
し
健
康
と
な
り
、
從

　
　
つ
て
死
な
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
爾
側
可
能
性
の
概
念

　
　
は
日
常
の
思
惟
や
霜
葉
の
う
ち
に
深
く
根
ざ
し
て
み
る
。
從
っ
て

備ユ
　
　
　
　
　
ツ
ヤ
ン
・
ル
カ
ジ
ェ
ウ
イ
ッ
ツ
『
多
債
命
題
計
算
學
に
就
て
』

我
々
が
再
び
法
意
し
ょ
う
と
欲
す
る
次
の
命
題
は
、
前
の
爾
命
題

と
岡
機
に
、
趨
明
的
で
あ
る
や
う
に
患
は
れ
る
。
－

　
L
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
∬
　
或
ρ
に
癒
し
て
は
汐
も
可
能
で
あ
る
し
、
且
非
汐
も
可
能

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
。
（
男
声
⑦
β
σ
q
o
鼠
。
。
ω
Φ
。
。
憾
“
①
。
。
閂
u
・
け
諺
O
α
q
浮
ダ
紆
ω
。
・
》

篇
昌
畠
Φ
ω
＝
。
。
叶
簿
O
讐
。
ダ
良
霧
ω
該
。
簿
忌
’
）

　
⑤
d
①
艮
。
壱
㌘
O
．
お
p
●
o
毎

回
三
節

様
相
陳
述
に
回
す
る
最
初
の

二
命
題
か
ら
の
諸
結
果

　
上
述
の
命
題
－
及
び
1
1
か
ら
砦
干
の
結
果
を
こ
れ
か
ら
引
鐵

し
て
み
よ
う
。
こ
の
閣
的
の
た
め
に
上
記
の
命
題
を
命
題
歌
里
學

の
記
號
で
表
は
す
で
あ
ら
う
。

　
と
夢
鴎
．
．
を
含
意
閥
係
（
H
影
℃
自
身
。
炉
）
一
「
ノ
な
ら
ば
9
な

り
」
（
名
④
旨
ト
ω
o
“
）
一
i
の
記
號
と
す
る
。
但
し
、
汐
及
び
ク
は

任
意
の
隙
述
を
表
示
す
る
。
命
題
工
が
含
意
驕
係
の
形
式
で
表
さ

れ
る
こ
と
は
直
ち
に
明
か
で
あ
る
。
之
を
私
は
「
テ
；
ゼ
」
1

（
日
プ
①
器
一
）
と
記
す
。
⑥
i

　
剛
蒙
“
き

　
之
は
「
ノ
が
可
能
で
な
い
と
き
は
蕗
ψ
で
あ
る
」
（
ご
宅
霧
⇒
㊦
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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鑑
。
溝
鼠
O
惣
。
げ
翼
篇
勉
絵
》
。
。
o
泣
。
｝
巻
忌
．
．
）
を
意
味
す
る
。

　
⑥
テ
…
ゼ
の
も
と
に
私
は
レ
ズ
ニ
エ
ウ
ス
キ
イ
（
唇
臥
鼠
9
く
。
・
窪
）
挽
の

　
　
例
に
從
っ
て
演
繹
膿
系
の
公
理
及
び
定
理
を
考
へ
る
。

　
命
題
1
1
が
一
の
逆
の
含
意
醐
係
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
は
そ
れ

ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
が
、
然
し
謹
明
さ
れ
る
こ
と
が
繊
剃
る
。
師

ち
、
前
提
、
μ
の
も
と
で
陳
蓮
ぜ
が
成
立
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
μ
が
眞

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
こ

で
あ
る
と
き
に
歪
が
眞
で
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

敬
に
含
意
關
係
「
α
な
ら
ば
多
な
り
」
（
と
≦
①
葺
3
。
。
o
⑳
．
．
）
は
、
評

が
楽
な
る
と
き
に
成
立
す
る
。
と
こ
ろ
で
此
含
意
關
係
は
、
許
が
偏

で
あ
る
と
き
に
も
成
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
從
っ
て
そ
れ
は
い

つ
れ
の
場
合
に
も
成
立
す
る
。
薪
く
し
て
次
の
テ
ー
ゼ
を
得

る
。
i

　
め
　
象
癌
養
㌧

　
邸
ち
一
「
非
汐
な
ら
ば
2
は
可
能
で
は
な
い
し
（
ヒ
芝
窪
謡

ゑ
。
霧
》
ω
o
翼
霧
浮
葺
δ
α
α
q
ぽ
r
重
器
〉
．
．
）
他
の
仕
方
で

は
命
題
1
1
は
二
復
命
題
計
算
學
で
は
表
示
さ
れ
得
な
い
。

　
此
等
の
テ
ー
ゼ
に
基
い
て
、
通
常
の
命
題
計
算
畢
を
基
礎
に
置

い
て
、
若
干
の
定
理
を
謹
明
し
よ
う
。
次
の
す
べ
て
の
零
幸
は
嚴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

密
に
形
式
化
さ
れ
て
居
り
、
二
野
の
推
理
法
則
、
代
入
（
鱒
霧
。
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

§
渥
）
と
分
離
（
》
9
．
Φ
諺
語
α
q
）
を
用
み
て
行
は
れ
る
。
此
等
の

周
知
の
推
理
法
則
に
就
て
は
外
径
で
は
立
入
っ
て
論
じ
な
い
。
た

望
、
形
式
化
さ
れ
た
謹
明
が
、
私
に
依
っ
て
導
入
さ
れ
た
記
號
で

姉
何
に
表
示
さ
れ
る
か
を
明
か
に
し
黒
い
。

　
各
謹
明
さ
る
べ
き
テ
…
ぜ
一
こ
れ
に
は
凡
て
番
號
が
附
け

ら
れ
て
テ
ー
ゼ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
一
の
前
に
は
番
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
無
い
列
が
あ
る
。
之
を
私
は
謹
明
列
切
Φ
惹
M
ω
N
①
澄
と
呼
ぶ
。
各

澄
明
列
は
記
號
×
で
分
た
れ
た
二
部
分
か
ら
成
る
。
分
離
記
號
×

の
前
と
後
の
記
號
は
同
じ
表
示
を
異
っ
た
仕
方
で
表
示
し
て
み

る
に
過
ぎ
な
い
。
分
離
童
画
の
爾
で
は
代
入
が
與
へ
ら
れ
て
る

る
。
之
は
す
べ
て
既
出
の
テ
ー
ゼ
に
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
へ

ば
、
第
叫
の
識
明
列
に
於
て
は
表
示
と
G
。
ミ
ぷ
．
．
は
、
3
の
、
紹
に

．
．
㌧
夢
．
．
が
代
入
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
み
る
。
此
代
入
に
依
っ

て
生
す
る
テ
ー
ゼ
は
謹
明
過
程
で
は
簡
軍
の
た
め
に
省
略
さ
れ

て
み
る
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
l

　
Q
Q
、
◎
貸
＞
9
珍
き
騨
嵩
夢

　
分
離
記
號
の
後
の
表
示
ご
9
一
¶
、
ρ
は
同
じ
テ
ー
ゼ
剖
の
構
成

を
示
す
。
し
か
も
ぎ
に
分
離
法
刻
が
適
用
さ
れ
得
る
こ
と
を
明
白

な
ら
し
め
る
如
き
仕
方
で
表
し
て
み
る
。
テ
…
ゼ
ぎ
は
テ
ー
ゼ
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3
の
代
入
と
し
て
我
々
の
手
綾
の
う
ち
で
承
認
さ
れ
て
る
る
。
然

し
そ
れ
が
含
意
閥
係
で
あ
り
、
ま
た
之
の
前
肢
命
題
＜
O
a
①
諾
簿
N

が
テ
ー
ぜ
一
と
し
て
承
認
さ
れ
て
る
る
か
ら
、
之
か
ら
後
肢
命
題

客
8
｝
栃
9
・
賦
か
分
離
さ
れ
て
、
テ
ー
ゼ
7
と
し
て
承
認
さ
れ
得
る
の

で
あ
る
。
第
二
の
謹
明
列
の
撒
字
8
は
代
入
と
㌧
＼
〉
“
．
．
に
依
り

フ
か
ら
生
じ
た
テ
…
ぜ
を
示
す
。
テ
ー
ゼ
1
0
に
属
す
る
謹
明
列
で

は
分
離
法
則
が
二
瞳
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
だ
け
説
明
す
れ
ば
次
の

讃
明
を
理
加
解
山
9
る
こ
と
は
讃
者
一
に
何
等
の
m
困
難
を
も
凱
ハ
へ
な
い

で
あ
ら
う
と
私
は
信
ず
る
。

　
公
理
と
し
て
現
れ
る
爾
テ
ー
ゼ
ー
及
び
2
の
ほ
か
に
、
な
ほ
謹

明
過
程
中
に
は
通
常
の
命
題
計
算
學
の
四
箇
の
周
知
の
補
助
テ

ー
ゼ
が
患
て
來
る
Q
し
か
も
そ
れ
は
番
號
3
…
5
で
表
さ
れ
て
み

る
三
繍
の
韓
位
法
則
8
旨
房
H
）
○
ω
莚
○
霧
σ
q
Φ
。
・
①
齢
N
及
び
テ
竃
ゼ
6
な

る
三
段
論
法
で
あ
る
。
す
べ
て
此
等
の
テ
！
ぜ
を
私
は
繭
提
と
し

て
三
明
過
程
の
胃
頭
に
お
く
。

心Q◎N）一

O
ミ
蕊
～
“

舞
蕾
＞
s
“

O
§
き
⑤
喰

O
O
＞
“
Q
O
㌧
◎
㍗

　
　
ジ
ャ
ン
・
ル
カ
ジ
ェ
ウ
イ
ッ
ソ
『
多
偵
命
題
謙
算
學
に
就
て
』

σ）σ玉No◎㊤
一
〇＝

ny－i

M
．一一A

ee

◎
◎
3
P
3

貸
Q
矯
◎
P
、
6
ギ

　
＊

q。

~
適
“
×
◎
圏
i
刈

薯
♂

§
＼
き
x
。
。

§
旨
蚤
“
　
　
　
　
　
　
　
　
．

爵
＼
茎
引
×
q
◎
。
1
り

霧
ギ

ぜ
＼
〉
鶉
糞
リ
ミ
紬
、
鷺
ミ
職
“
×
8
i
O
刈
i
一
〇

霊
糞
電
夢

患
＼
』
§
ゴ
ミ
』
夢
X
◎
一
〇
一
＝

雲
ぶ
篇
糞
“

　
＊

G。

ﾗ
な
”
㌧
＼
」
夢
X
O
憩
一
匿

亀
ミ

蕊
℃
＼
㌧
拳
X
一
G
。

量
黛
き

9
＼
」
糞
堵
ミ
㌧
1
◎
一
q
。
一
謀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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蕊
　
傘
〉
臼
鑓
“
｝

　
　
　
§
＼
ぷ
讐
榔
嵐
気
、
＼
き
き
×
ら
諮
一
9
魁
一
δ

窃
9
譜
》
書
論

　
　
　
9
鳶
夢
ミ
篇
首
×
◎
δ
一
一
⑦

　
δ
　
9
さ
ノ
“
＞
S
夢

　
テ
ー
ゼ
7
－
H
は
一
の
結
果
で
あ
り
、
狙
i
1
6
は
2
か
ら
生
す

る
。
紅
葉
で
云
へ
ば
、
7
の
語
る
と
こ
ろ
は
一
「
抄
な
ら
ば
2

は
可
能
で
あ
る
」
（
ご
宅
Φ
毒
s
。
・
。
凶
の
け
霧
欝
α
α
q
嵩
。
7
創
塞
》
．
．
）
。

テ
ー
ゼ
9
の
蓮
べ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
一
「
非
診
が
可
能
で
な

い
と
き
は
汐
で
あ
る
」
（
ご
宅
①
⇔
鐸
窪
巨
。
募
百
。
、
σ
q
響
プ
糞
”
忌
。
。
。
・

警
ま
志
温
。
園
．
）
。
後
の
テ
…
ぜ
は
土
．
述
の
古
典
論
理
．
墨
の
命
題

㈲
に
、
前
の
テ
～
ゼ
は
命
題
㈲
に
鋤
癒
す
る
。
卜
者
は
自
明
的
で

あ
る
2
般
に
第
嚇
群
の
す
べ
て
の
テ
…
ゼ
7
－
H
は
自
明
的
で

あ
る
。

　
第
二
群
の
テ
ー
ゼ
ー
2
！
1
6
は
そ
れ
ほ
ど
自
明
的
で
は
な
い
。
テ

…
ぜ
は
欝
ふ
・
一
「
ノ
が
可
能
で
あ
る
と
き
は
汐
な
り
し
（
こ
芝
。
碧

霧
ヨ
α
σ
Q
浮
臣
翼
勘
島
霧
。
。
㌧
矧
。
。
Q
㌧
．
へ
．
）
o
此
テ
ー
ゼ
を
基
礎
と
す
る
と

次
．
の
こ
と
が
推
論
さ
れ
る
。
1
一
入
。
か
死
ぬ
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
、
故
に
死
ぬ
る
。
此
推
論
を
承
認
す
る
も
の
は
可
能
存
在
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
○
○

存
在
と
の
間
の
差
湖
を
わ
き
ま
へ
ぬ
者
の
み
で
あ
る
。
一
般
に
第

二
群
の
テ
ー
ゼ
ー
2
－
1
6
は
第
一
群
の
テ
ー
ゼ
7
－
1
1
の
夫
々

の
撹
で
あ
る
。
爾
群
の
テ
ー
ゼ
を
承
認
す
る
者
は
、
次
の
陣
述
汐
、

「
抄
が
可
能
で
あ
る
」
（
と
霧
韓
ヨ
O
α
q
ぎ
y
鳥
器
の
㌧
．
．
）
及
び
「
非
力

は
可
能
で
な
い
」
（
ご
塁
導
旺
。
年
ヨ
α
α
q
膏
一
ポ
量
認
ゑ
○
算
忌
．
．
）
或
は

「
ノ
は
必
然
的
な
り
」
（
ご
窃
斡
冨
O
薯
①
⇔
象
ぴ
q
”
島
器
ω
㌧
へ
へ
）
と
は
相

互
に
エ
キ
バ
レ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
承
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同

じ
く
、
陳
蓮
雰
汐
、
「
非
ノ
は
可
能
で
あ
る
し
（
ご
＄
望
質
農
浮
r

審
。
。
。
。
臣
。
葺
忌
．
．
）
及
び
「
汐
は
可
能
で
は
な
い
」
（
ご
①
ω
蜂
泣
。
巨

ヨ
α
α
q
嵩
O
げ
》
　
島
鋤
ω
u
。
　
、
．
へ
）
　
は
エ
キ
バ
レ
ン
ト
と
騨
川
・
ら
れ
ね
ば
な
・
ら

な
い
。
然
し
之
に
依
っ
て
博
四
姓
と
必
然
姓
の
概
念
は
無
用
と

な
る
。
こ
の
不
都
合
に
、
我
々
が
用
み
た
命
題
H
の
記
號
的
定
式

化
は
導
い
て
行
く
。
此
命
題
1
1
は
需
葉
で
云
．
へ
ば
自
明
的
の
も
の

で
あ
り
、
三
等
の
心
配
も
な
く
眞
と
し
て
認
め
ら
れ
得
る
も
の
で

あ
る
。
然
し
命
題
H
を
、
こ
蟹
命
題
計
算
學
の
記
號
の
三
葉
に
て

は
、
テ
ー
ゼ
麦
の
逆
を
示
す
簡
躍
な
含
意
關
係
の
形
態
に
於
て
以

外
に
は
表
す
こ
と
は
私
に
は
不
可
能
に
思
は
れ
る
。
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第
四
節
様
旅
陳
述
に
汗
す
る
第
三
命
題

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
結
果

　
第
三
命
題
の
記
號
的
定
式
化
は
い
ま
一
の
不
都
合
に
導
い
て

行
く
。

　
命
題
皿
は
鑛
張
さ
れ
た
命
題
計
算
學
の
記
號
を
用
み
て
の
み

　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

表
さ
れ
得
る
。
潭
を
特
殊
適
職
號
（
も
七
節
暴
韓
ρ
奉
導
一
口
憂
。
冠
）

〔
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
所
謂
≧
匿
。
財
曾
（
・
）
に
相
當
す
る
…
課
者
U

と
し
、
㌔
憶
．
．
は
「
或
ノ
に
鋤
し
て
」
（
と
蒙
材
の
診
α
毎
①
≦
肖
。
。
。
。
①
ω
、
．
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
雷
葉
を
表
す
と
す
る
。
更
に
と
き
臥
．
を
接
合
蘭
係
（
図
○
苧

鷹
霞
察
。
己
、
「
汐
及
び
9
」
（
》
弘
霧
島
鴫
．
．
）
の
記
號
と
す
る
。
但

し
汐
と
9
と
は
任
意
の
陳
蓮
を
示
す
。
す
る
と
命
題
皿
は
次
の
如

く
に
記
號
化
さ
れ
る
。
ー
ー

　
一
N
　
評
鳶
夢
ミ
〉
蛸

　
之
が
需
葉
に
撃
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
一
「
或
汐
に

封
し
て
汐
が
可
能
で
あ
り
、
及
び
非
ρ
が
可
能
で
あ
る
」
（
こ
囑
旨

①
冒
σ
q
o
鼠
。
。
。
。
霧
㌧
”
霧
幹
導
O
胞
圃
。
ダ
葦
子
ω
㌧
”
∬
ψ
鳥
窪
幹

筥
。
、
ぴ
q
ぽ
7
魯
ψ
。
。
同
旨
ま
忌
．
．
．
）
。

　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
特
殊
罵
言
遣
戸
は
普
遍
量
記
號
μ
に
依
っ
て
表
さ
れ
得
る
。

　
　
　
　
　
ツ
ヤ
ン
・
ル
カ
ツ
ェ
ウ
イ
ッ
ソ
『
多
儂
命
題
計
算
學
に
就
て
』

》
》
評
、
、
は
「
各
汐
に
封
し
て
」
（
㍉
貯
。
β
藍
。
ω
辱
．
．
）
な
る
文
句
を

表
し
、
隔
溢
（
㌧
）
へ
、
が
ρ
を
含
む
或
薄
曇
を
表
す
と
す
る
と
、
次
の

定
義
は
明
瞭
で
あ
る
。
f

　
U
一
　
調
（
黛
）
“
≧
ξ
〉
ダ
葛

　
U
一
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
邸
ち
1
表
示
「
或
ρ
に

延
し
て
焦
、
）
が
成
立
す
る
」
（
ご
謬
①
ぎ
σ
毎
。
鼠
。
…
Φ
ω
㌧
（
α
身
隅
一
け
）
9

（
㌧
）
．
、
）
が
「
各
ノ
に
封
し
て
非
黛
9
）
が
成
立
す
る
こ
と
は
眞
で

な
い
」
（
こ
⑦
。
。
翼
巳
。
目
語
9
鳥
9
・
。
・
。
。
琴
。
宣
器
餌
。
ω
㌧
艮
∩
げ
雫

八
k
“
）
（
α
q
一
日
）
．
、
）
と
詞
意
味
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
斯
く
て
テ
ー

ゼ
η
は
次
の
テ
ー
ゼ
に
移
行
す
る
。
1
…

　
一
Q
◎
　
謡
ギ
〉
§
夢
茎
♂

　
扮
、
搬
張
さ
れ
た
命
題
計
算
學
の
ほ
か
に
、
レ
ズ
ニ
エ
ウ
ス
キ

イ
氏
に
依
り
作
ら
れ
、
彼
に
依
っ
て
プ
ロ
ト
テ
テ
ィ
ク
と
中
0
8
～

夢
①
甑
ド
．
．
と
呼
ば
れ
た
夏
に
一
般
的
な
論
理
農
系
が
あ
る
。
⑦
し

か
も
プ
ロ
ト
テ
テ
ィ
ク
が
擦
蝋
張
さ
れ
九
命
題
一
計
竹
弥
曲
學
と
特
に
粗

々
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
プ
ロ
ト
テ
テ
ィ
ク
で
は
一
定
の
フ
ン

ク
ト
…
ル
（
頃
償
ゆ
窪
9
）
…
以
外
に
可
．
攣
薗
ワ
な
る
フ
ン
ク
ト
ー
ル
“
か
現

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
⑦
　
ω
．
暦
鼠
蝕
2
吐
（
詑
O
税
彰
一
曾
薦
o
o
貯
器
H
崇
δ
謬
o
Q
矯
。
。
け
窪
蕊
黛
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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四
十
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Φ
羅
識
＆
お
窪
　
象
尻
　
鍔
β
窪
詞
寄
工
銭
（
．
這
巳
。
貯
二
日
σ
q
　
窩
”
乙
　
駿
苧
嵩
．

　
男
巨
益
孕
竃
暮
剛
ぎ
鵠
鳥
．
×
目
く
●
ノ
く
勲
二
塁
毒
9
囲
O
b
。
ρ

　
③
函
鍛
ご
ぶ
〕
㌦
、
に
て
ご
ら
．
、
を
フ
ン
ク
ト
ー
ル
（
腎
ε
詩
3
「
）
と
云

　
　
び
、
φ
と
9
と
は
ア
ー
グ
メ
ソ
ト
（
≧
，
讐
ヨ
。
簿
）
で
あ
る
。
フ
ン

　
　
ク
ト
ー
ル
の
語
は
コ
タ
ル
ピ
ン
ス
キ
イ
（
宍
0
3
3
貯
ω
謀
）
氏
に
始

　
　
ま
る
。

　
唯
一
筒
の
陳
蓮
が
ア
ー
グ
メ
ン
ト
と
し
て
漏
す
る
博
愛
フ
ン

ク
ト
…
ル
を
、
押
で
表
す
、
次
の
命
題
は
プ
ロ
ト
テ
テ
ィ
ク
で
謹
明

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
1

　
　
3
辱
き
醤

　
邸
ち
需
葉
で
云
へ
ば
i
「
汐
に
就
て
甲
が
成
立
し
、
及
び

非
汐
に
就
て
甲
が
成
立
す
れ
ば
中
は
ク
に
就
て
成
立
す
る
。
」

（
ご
≦
①
彰
μ
も
く
9
濯
㌧
づ
臣
阜
も
く
○
⇔
昆
。
プ
け
忌
”
ω
○
“
く
。
戸
騰
㌔
へ
）

　
　
　
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ

　
此
命
題
は
｛
箇
の
ア
ー
グ
メ
ン
ト
を
持
つ
す
べ
て
の
フ
ン
ク

ト
：
ル
に
封
し
て
成
立
す
る
か
ら
、
そ
れ
は
フ
ン
ク
ト
！
ル
彫
に

封
し
て
も
成
立
す
る
。
斯
く
て
我
々
は
次
の
も
の
を
得
る
∩
1

　
お
　
§
語
詣
§
“
塾
“

　
テ
ー
ゼ
ー
8
と
1
9
、
及
び
通
常
の
命
題
計
算
學
か
ら
の
二
篤
の
補

助
テ
…
ゼ
、
郎
ち
翫
に
述
べ
た
記
号
法
則
4
と
、
．
い
ま
一
つ
の
韓

位
法
則
た
る
プ
ー
ゼ
2
0
と
は
、
以
下
に
形
式
化
さ
れ
た
謹
明
の
前

一
〇
二

歳
で
あ
る
。
此
遅
明
に
於
て
は
代
入
と
分
離
の
推
理
法
難
の
ほ
か

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

に
旧
記
號
の
添
加
（
寓
ぎ
饒
厨
§
磯
畠
8
ρ
量
⇔
象
冨
葺
ω
）
な
る

推
理
法
則
が
使
用
さ
れ
る
。
此
推
理
法
則
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
⊥
箇
の
是
認
さ
れ
た
含
意
閣
係
の
後
肢
命
題
の
う
ち
に
自

由
命
題
憂
項
（
h
凱
Φ
第
器
。
。
轟
窪
く
a
呂
一
Φ
）
が
あ
り
、
之
が
自
由
愛

項
と
し
て
こ
の
含
意
關
係
の
前
肢
命
題
に
含
ま
れ
な
い
な
ら
ば
、

此
含
意
關
係
の
後
肢
命
題
の
前
に
記
號
も
楠
》
．
．
を
置
く
こ
と
が
出
．

來
る
。
此
推
理
法
期
は
以
下
に
於
て
は
ご
十
霞
、
、
を
以
て
表
す
。

今
、
我
々
が
行
は
う
と
す
る
澄
明
は
薗
畳
を
も
合
せ
て
次
の
如

く
で
あ
る
。
一

へ）一楠己
。く◎◎◎M－riB

〉
霞
㌣
≧
さ
蕊
謡
S
ン
♂

§
ぷ
㌔
§
“
謡
蕊

O
O
心
舞
“
〉
窮

卜。

X
＼
甕
細
々
さ
～
ゴ
ミ
」
轟
×
9
㊤
1
込
っ
一

塗
』
δ
〉
ぎ
斜
旨
筆
引

鴎
一
一
7
ご
X
ト
つ
ト
◎

◎
〉
鶉
為
ぎ
㌧
餐
夢
」
§
“

意
意
夢
ミ
許
〉
竈
《
㌔
挙
×
O
ト
っ
塾
。
騰
こ
1
9
G
。
ー
ム
っ
。
。



　
　
　
邸
Q
。
黄
》

　
　
　
標
的
の
結
果
テ
ー
ゼ
2
3
は
眞
な
り
と
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

　
　
い
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
書
葉
で
表
せ
ば
「
汐
が
可
能
で
あ
る
」
（
と
Φ
ω

　
　
蓉
営
α
鷺
。
F
紆
ω
u
。
㌧
．
．
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
任
意
の
カ
に
封
し

　
　
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
我
々
は
面
面
「
2
が
素
藪
で

　
　
あ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
」
及
び
陳
述
「
2
が
素
数
で
な
い
こ
と

　
　
も
可
能
で
あ
る
」
を
も
虞
な
り
と
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
云
へ
ば
、
命
題
礎
を
基
礎
と
す
る
と
我
々
は
す

　
　
べ
て
の
こ
と
を
再
能
な
り
と
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

　
　
の
で
あ
る
。
然
し
す
べ
て
の
も
の
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
不
可
能
な

　
　
も
の
は
な
く
、
必
然
的
な
も
の
も
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
陳
蓮

　
　
ご
ぶ
．
が
承
認
さ
れ
る
と
、
こ
れ
か
ら
代
入
に
依
り
不
払
ご
〉
起
夢
、
．

　
　
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
表
示
．
ご
〉
§
．
．
及
び
ご
〉
起
黛
、
．
は

　
　
上
記
の
も
の
の
否
定
と
し
て
排
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
か

　
　
ら
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
我
々
の
直
槻
に
矛
盾
す
る
結
果
で
あ
る
。
然

　
　
し
乍
ら
こ
れ
に
黒
し
て
私
は
命
題
m
を
手
張
さ
れ
た
命
題
計
算

　
　
學
の
記
號
を
用
み
て
テ
…
ゼ
ー
7
及
び
1
8
の
形
態
よ
り
以
外
に
於

　
　
て
表
示
す
る
可
能
性
を
見
な
い
の
で
あ
る
。

瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
　
　
　
　
　
ツ
ヤ
ン
・
ル
カ
ジ
ェ
ウ
イ
ッ
ソ
『
多
償
命
題
計
箪
學
に
就
て
』

　
　
第
五
節
　
二
野
命
題
蔵
鋒
學
に
於
け
る
襟
相

　
　
　
　
　
　
　
陳
述
に
書
す
る
諸
命
題
の
矛
盾

　
命
題
1
1
と
皿
と
を
偲
長
男
に
考
へ
て
も
既
に
不
都
合
を
生
じ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
爾
命
題
を
｝
緒
に
考
へ
る
な
ら
ば
、
此
不

都
合
は
更
に
ひ
ど
い
も
の
と
な
る
。

　
實
際
に
於
て
、
命
題
∬
の
記
焼
化
か
ら
生
す
る
テ
ー
ゼ
ー
2
を
テ

ー
ゼ
2
3
と
結
び
付
け
る
と
i

　
誌
9
“
、

障
G
。
」
夢

之
か
ら
直
ち
に
次
の
も
の
を
得
る
。
i

　
一
鵠
　
×
O
ト
っ
G
◎
1
ゆ
A

　
恕
㌧

故
に
テ
ー
ゼ
1
2
と
2
3
と
が
成
立
す
れ
ば
、
任
意
の
陳
碧
玉
も
亦

成
立
す
る
。
斯
く
し
て
我
々
は
す
べ
て
の
陳
述
か
ら
成
る
と
こ
ろ

の
矛
盾
に
充
ち
た
罷
系
を
得
る
の
で
あ
る
。
命
題
1
1
と
皿
と
は
テ

ー
ゼ
2
及
び
テ
ー
ゼ
1
8
と
し
て
記
號
化
す
る
と
合
一
不
可
能
な

の
で
あ
る
。

　
プ
ロ
ト
テ
テ
ィ
ク
の
命
題
を
前
提
す
る
テ
ー
ゼ
ー
9
を
用
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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く
て
も
我
々
は
濁
じ
結
果
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
彫
る
。
場
下
の

面
明
に
於
て
は
我
々
は
た
f
テ
ー
ゼ
1
2
、
1
3
、
2
0
、
及
び
通
常
の

命
題
計
算
學
の
補
助
テ
ー
ゼ
に
の
み
棊
礎
を
置
い
て
み
る
。
1

盤
Q
塗

8
＞
廓
き

　
嬉
　
8
ミ
ら
O
働
§
●
き
恥

　
　
　
　
＊

　
　
　
卜
。
§
鳶
夢
篭
℃
ミ
」
§
ゴ
防
＼
〉
“
×
9
卜
。
i
9
。
。
一
ゆ
G
。

　
鵠
Q
◎
　
§
為
㌧
註
”
き
㌧
“

　
　
　
鴎
ξ
＼
箋
“
重
三
♂
ミ
き
㌧
“
×
2
。
。
一
9
①
一
8

膿
董
豊
孕

　
　
　
ゆ
9
＼
〉
壼
“
嵩
§
、
×
9
㊤
一
。
。
O

　
◎
◎
O
　
P
＞
蚕
㌧
蚤
蛸

　
　
　
Q
◎
O
十
・
讃
×
G
◎
一

　
◎
◎
一
、
ゆ
ぶ
㌧
き
夢
塾
混
晶

　
　
　
。
。
一
ミ
騨
ρ
℃
×
9
軌
l
G
。
卜
。

　
q
Q
卜
◎
　
回
♂
〉
壼
蕊
㌧
蚤
蛸

　
テ
ー
ゼ
1
8
と
3
2
と
は
祁
互
に
矛
盾
す
る
。

　
上
記
の
流
管
を
少
し
猛
爆
を
鋏
く
が
次
の
難
く
に
判
り
易
く

一
〇
四

す
る
こ
と
も
筆
下
よ
う
。
一
命
題
聡
に
依
っ
て
筆
陣
述
、
β
に
封

し
て
は
表
示
こ
嶺
掛
．
．
と
》
㌔
乙
津
．
．
と
が
同
陣
に
眞
で
あ
る
な
ら

ば
、
テ
ー
ゼ
勉
及
び
1
3
に
從
っ
て
陳
蓮
、
μ
及
び
ご
〉
ミ
．
．
も
同
時
に

眞
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
然
し
こ
れ
は
不
可
能
で
あ

る
。
何
と
な
れ
ば
、
、
α
，
と
と
〉
ぐ
．
．
と
は
互
ひ
に
矛
盾
す
る
か
ら
。

　
此
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
二
償
の
命
題
計
算
學
を
基
礎
に
置
け

ば
、
様
相
陳
述
の
問
題
を
二
様
の
仕
方
で
解
く
こ
と
が
出
凍
る
で

あ
ら
う
。
1
命
題
王
及
び
こ
れ
と
瀾
聯
し
て
み
る
第
一
群
の
テ

…
ゼ
（
テ
ー
ゼ
玉
及
び
テ
：
ぜ
7
一
慧
）
が
無
考
件
に
是
認
さ
れ

る
。
そ
れ
ら
は
一
度
だ
つ
て
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
命
題

H
と
皿
と
か
ら
一
つ
の
み
を
選
び
得
る
。
命
題
1
1
及
び
こ
れ
と
關

聯
す
る
第
二
群
の
テ
ー
ゼ
（
テ
ー
ゼ
2
及
び
テ
ー
ゼ
1
2
…
絡
）
を

探
る
と
き
め
る
と
、
す
べ
て
の
様
相
多
望
は
罪
様
相
宗
門
と
エ
キ

バ
レ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
様
胡
陳
述
を
論
理
墨
に
導
入
す

る
こ
と
は
甲
斐
な
き
こ
と
藁
な
る
の
で
あ
る
。
且
ま
た
爾
側
燐
能

姓
な
る
蕗
常
に
直
観
的
な
概
念
も
矛
盾
に
充
ち
た
も
の
と
し
て

拒
否
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
命
題
皿
を
探
る
と
き

め
る
と
、
す
べ
て
の
も
の
が
可
能
な
り
と
の
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な

結
果
を
承
認
す
る
こ
と
を
餓
儀
な
く
さ
れ
、
此
條
件
の
も
と
で
は
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陳
述
様
相
を
論
理
墨
に
導
入
す
る
こ
と
は
再
び
無
意
味
で
あ
る
。

か
つ
ま
た
矛
盾
を
魁
心
す
る
た
め
に
は
露
明
的
な
命
題
1
1
を
も

否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
等
の
い
つ
れ
の
解
決
も
充
分
な

も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。

　
他
の
結
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

二
審
の
命
題
計
算
墨
の
艦
系
を
所
謂
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
方
法
で

定
義
す
る
と
き
は
、
特
に
明
か
と
な
る
。
こ
の
方
法
を
基
礎
と
し

て
す
べ
て
の
命
題
攣
項
諺
基
。
・
護
①
⇔
毒
冨
σ
δ
〔
命
題
乃
至
陳
蓮
を

可
塑
的
と
考
へ
た
も
の
で
あ
る
…
－
課
者
〕
は
た
ど
ろ
の
一
定

の
値
を
、
立
ち
0
、
，
叉
は
「
儒
」
及
び
f
”
叉
は
「
箕
」
を
探
り
得
る
こ
と

が
繭
提
さ
れ
る
。
夏
に
O
。
o
け
9
一
ー
ー
O
ご
↓
鳩
9
。
1
1
ρ
し
ぎ

一
1
ど
〉
鳶
蕪
O
と
き
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
程
式
は
訳
の
属
録

に
記
載
し
て
あ
る
。
こ
の
目
録
は
ぴ
，
と
認
と
の
上
に
築
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
へ

二
三
の
命
題
計
算
學
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
寓
・
・
げ
膏
を
表
す
。

　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
O

　
　
　
　
b

　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
ユh0

1
　
　
　
0

0
　
　
　
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ニ
．
償
の
艦
系
に
於
て
は
一
憂
項
の
相
異
る
鹸
撒
は
た
草
四
箇

　
　
　
　
ヅ
ヤ
ン
ル
カ
ヅ
ェ
ウ
イ
ッ
ソ
『
多
債
命
題
翫
鐸
學
に
就
て
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

し
か
作
ら
れ
得
な
い
。
し
か
も
、
、
輝
が
た
ゴ
｝
懲
の
陳
述
が
ア

ー
グ
メ
ン
ト
と
し
て
罵
す
る
フ
ン
ク
ト
…
ル
を
表
示
す
る
と
す

れ
ば
、
次
の
場
合
が
あ
ら
は
れ
得
る
。
i
f
①
名
1
1
0
及
び
乱
羅
9

之
を
ご
♪
．
．
（
と
鴫
鋤
ぎ
津
＜
○
⇔
㌧
．
．
・
：
汐
の
煽
な
る
こ
と
）
で
示
す
Q

②
琶
H
O
及
び
£
嚢
い
％
は
抄
と
エ
キ
バ
レ
ン
ト
で
あ
る
。
㈹
琶

匪
一
及
び
貫
一
1
0
●
こ
れ
は
抄
の
否
定
、
ご
〉
創
．
．
で
あ
る
。
ω
さ
1
1

一
及
び
黛
1
1
一
●
こ
の
繭
撒
を
と
5
．
．
（
り
”
く
Φ
毎
日
♂
、
8
㌧
．
．
…
汐
の

眞
な
る
こ
と
）
を
以
て
表
示
す
る
Q

　
㌔
夢
．
．
は
こ
れ
ら
の
四
箇
の
場
合
の
｝
つ
と
同
一
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
テ
！
ゼ
ー
、
2
及
び
1
8
の
各
々
は
或
場
合

を
除
外
す
る
。
次
の
諦
導
引
が
あ
る
こ
と
は
、
σ
フ
と
〆
を
用
み
て

直
接
に
検
謹
す
る
こ
と
に
依
っ
て
容
易
に
確
信
す
る
こ
と
が
繊

來
る
。
ー
ー

1
　

A
2

（
18

負
＞
S
夢
〉
余
　
の
成
立
す
る
は
」
“
」
辱
又
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
夢
1
1
詳
に
封
し
て
の
み

9
ぐ
W
＞
鶉
翻
　
の
成
立
す
る
は
論
夢
n
㌧
叉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
羅
き
に
封
し
て
の
み

〉
臼
℃
〉
壼
“
箆
墨
“
の
成
立
す
る
は
嶺
夢
潜
詳
に
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
の
み

一
〇
五
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次
の
こ
と
ー
ー
瓢
藁
憶
）
n
き
曾
）
§
一
壷
碧
華
礎
に
し
て
テ
…
ゼ

培
を
瞼
弔
す
る
。
す
る
と
次
の
こ
と
を
得
る
。
～

　
　
㌧
♪
〉
黛
婁
”

　
n
㌧
鶉
〉
壼
δ
旨
曇
d
＞
楽
書
』
§
鳶

　
雛
嚢
さ
㌧
b
＞
壼
b
謡
δ

　
睡
〉
謹
・
き
慧
毫
δ
魯

　
匹
〉
タ
§
δ
§
”
さ
△
δ
駈
b

　
最
後
に
與
へ
ら
れ
た
接
合
驕
係
図
○
且
琶
甕
。
鐸
は
條
件
謡
δ

蛙
恵
ほ
圃
の
も
と
に
於
て
の
み
成
立
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

比
較
表
値
か
ら
直
ち
に
、
テ
ー
ゼ
ー
と
2
が
軍
に
蕊
退
に

饗
し
て
の
み
即
時
に
成
立
す
る
こ
と
、
及
び
岡
じ
く
テ
ー
ぜ
一
と

18

ﾆ
が
た
“
㌧
碁
1
1
N
♂
に
鋤
し
て
の
み
成
立
す
る
こ
と
が
判
る
。

テ
ー
ゼ
2
と
1
8
と
は
耕
互
に
融
和
し
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
爾
テ

…
ぜ
を
嗣
時
に
眞
な
ら
し
め
る
如
き
ぷ
に
擬
す
る
爪
甲
が
存
在

し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
六
節
　
襟
糖
陳
述
と
三
償
の
命
題
計
算
學

　
私
が
一
九
二
〇
年
、
様
相
陳
蓮
に
狂
す
る
在
來
の
講
命
題
の
相

互
の
矛
盾
を
知
っ
た
⑨
と
き
丁
度
、
私
は
通
常
の
コ
一
儂
の
」
命
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

計
算
墨
の
罷
系
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
方
法
を
用
み
て
築
き
あ
げ

る
こ
と
に
心
事
し
て
み
た
。
⑲
私
は
そ
の
と
き
、
通
常
の
命
題
計

算
墨
の
す
べ
て
の
テ
ー
ゼ
は
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
み
る
命
題
、
攣

項
が
二
欝
の
値
、
師
ち
μ
叉
は
「
循
」
、
及
び
養
君
は
「
翼
」
を
採
っ

て
も
い
・
こ
と
を
前
提
す
れ
ば
、
謹
明
さ
れ
得
る
こ
と
を
確
信
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゑ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
と
こ
ろ
で
此
前
提
に
は
、
各
自
蓮
は
眞
な
る
か
然
ら
ざ
れ
ば
僑

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で
あ
る
と
の
原
理
が
封
慮
す
る
。
私
は
こ
の
原
理
を
簡
箪
に
コ
ー

ヘ
　
へ
　
も
　
へ

優
性
原
理
L
（
N
≦
①
写
象
蒋
簿
鋒
訂
）
と
呼
び
た
い
。
盆
路
は
こ
の

原
理
は
屡
々
拒
中
律
と
し
て
特
色
付
け
ら
れ
る
。
然
し
、
二
箇
の

相
鋤
立
す
る
陳
蓮
は
同
時
に
は
儒
た
り
得
ぬ
と
云
ふ
古
典
論
理

墨
の
周
知
の
原
理
の
九
め
に
、
こ
の
後
の
名
辮
〔
掩
中
律
…
課
者
〕

を
保
存
し
て
お
く
の
が
い
・
と
私
は
思
ふ
。

　
⑨
註
①
で
引
毒
し
た
報
告
の
中
で
、
翼
賛
「
φ
は
可
能
な
の
」
（
ご
盆

　
　
鋒
白
α
讐
。
7
急
墓
憶
、
．
）
及
び
「
非
ψ
は
可
能
な
り
し
（
ご
霧
葺

　
　
導
α
α
Q
ぎ
ダ
富
鴇
謡
O
簿
も
＾
ハ
）
は
阿
時
に
成
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
假

　
　
課
す
る
こ
と
に
依
り
、
爾
側
可
能
性
の
概
念
を
更
に
鋭
く
考
へ
た
。

　
　
こ
の
こ
と
は
最
初
の
二
三
の
命
題
と
結
び
付
け
ら
れ
て
多
様
の
矛

　
　
贋
に
導
か
れ
る
。
私
は
そ
の
と
き
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
純
粋
し
可

　
　
能
性
・
ち
魯
峯
．
、
試
～
戚
凶
。
葬
Φ
謬
の
概
念
を
眼
中
に
置
い
た
Q
邸
ち



　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
可
能
性
の
二
箇
の
本
質
納
に
縮
異
っ
た
種
類

　
　
　
　
　
を
漉
狂
し
た
や
う
で
あ
る
Q
翻
ち
、
本
來
の
意
昧
の
可
能
性
又
は

　
　
　
　
　
純
粋
可
能
性
、
之
に
依
る
と
或
も
の
は
必
然
的
で
な
い
と
き
に
は

　
　
　
　
　
可
能
で
あ
る
Q
及
び
一
本
來
一
意
昧
の
可
能
性
、
之
は
必
然
性
と

　
　
　
　
　
結
合
さ
れ
て
、
之
か
ら
（
吾
々
の
テ
ー
ゼ
ー
。
に
認
り
）
生
す
る
。
黎

　
　
　
　
　
照
、
踏
‘
鼠
鉱
Φ
さ
ご
圃
Φ
ω
頴
一
〇
臓
。
。
鉱
一
（
象
ω
》
缶
珍
9
0
刷
①
9
い
野
円
掌

　
　
　
　
　
び
一
口
ぴ
q
o
嵩
図
c
Q
O
少
の
．
H
c
◎
P
h
O
◎
野

　
　
　
⑩
　
此
研
究
の
結
果
は
私
の
論
文
ご
6
0
σ
Q
節
潭
鳥
二
塁
鴛
酔
鼠
息
。
有
跨
．
、
（
二

　
　
　
　
　
慨
論
理
學
）
に
＾
曾
ま
れ
て
履
わ
、
既
論
文
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
奮
學
難

　
　
　
　
　
誌
コ
男
轟
①
駐
雪
男
篇
O
N
O
浄
§
】
）
、
「
冒
才
σ
q
．
吋
い
（
ト
ワ
ル
ド
ウ
ス
キ
イ

　
　
　
　
　
臼
壽
乙
9
三
島
教
授
醜
賀
詑
念
號
）
ド
ま
’
〈
お
⇔
朗
ω
・
H
。
。
？
8
い

　
　
　
　
　
に
あ
る
Q

　
　
　
二
便
性
の
原
理
は
深
翔
な
、
然
し
既
に
古
代
に
於
て
も
証
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
論
弔
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
我
々
の
全
論
理
墨
の
幕
礎
で
あ
る
。
ア
リ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
っ
て
知
ら
れ
、
然
し
未
來
の
偶
然
な
事
件
に
驕

　
　
係
す
る
陳
蓮
に
封
し
て
は
成
立
を
疑
問
親
さ
れ
、
エ
ピ
キ
ュ
ー
ル

　
　
學
徒
に
依
っ
て
確
定
的
に
粗
否
さ
れ
て
、
二
償
性
原
理
は
始
め
て

　
　
完
全
に
尖
鋭
に
ク
リ
シ
ッ
ボ
ス
Ω
μ
蔓
。
。
同
憲
）
Q
ω
及
び
ス
ト
イ
ッ
ク

　
　
學
徒
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
庵
古
代
の
命
題
計
算
墨
を
代
表

　
　
す
る
と
こ
ろ
の
彼
等
の
辮
謹
論
（
U
延
。
藍
δ
の
原
理
と
し
て
で

　
　
あ
る
。
⑪
二
優
性
原
理
を
め
ぐ
る
皇
国
は
哲
學
的
背
景
を
持
っ
て

莇
　
　
き
．
〃
カ
ジ
・
業
ッ
蓼
馨
題
聲
學
に
就
て
』

み
る
。
一
此
命
題
の
信
奉
者
は
徹
底
し
た
決
定
論
者
で
あ
り
、

之
に
反
し
て
こ
の
命
題
の
三
歳
者
は
不
決
定
論
的
世
界
槻
に
傾

い
て
み
る
。
⑫
斯
く
て
再
び
我
々
は
可
能
性
と
必
然
性
と
の
概
念

の
圏
内
に
入
込
ん
で
み
る
。

⑳⑫

蓼
照
、
附
録
「
二
儂
性
原
理
の
歴
史
し
〔
こ
の
謙
謬
で
は
省
略
し
た

…
謬
者
）

一
九
二
二
年
私
が
ワ
ル
シ
ャ
ウ
大
池
の
総
長
と
し
て
行
っ
た
卒
業

記
念
講
演
の
中
で
、
不
決
定
論
的
世
界
観
の
問
題
を
三
債
の
論
理

學
の
基
礎
の
上
で
解
か
う
と
試
み
た
。
こ
の
講
演
に
加
筆
し
た
も

の
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
印
刷
さ
れ
て
闘
も
な
く
獲
表
さ
れ
る
。

　
然
し
こ
の
論
理
畢
の
深
い
原
理
は
ど
う
み
て
も
完
全
に
自
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

で
あ
る
の
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
古
い
貴
重
な
例
に
基
き
な
が
ら
、
私
は
次
の
如
き
思
惟

過
程
に
心
を
ひ
そ
め
て
、
二
便
性
原
理
を
克
服
し
よ
う
と
試
み
た

の
で
あ
る
。
一

　
私
。
が
來
年
の
一
定
の
時
に
、
例
へ
ば
十
二
月
二
十
一
日
の
勲
鳳
、

ワ
ル
シ
ャ
ウ
に
居
る
こ
と
は
、
覗
在
で
は
肯
定
的
意
味
に
於
て
も

否
定
的
意
味
に
於
て
も
、
決
定
さ
れ
て
る
な
い
と
云
ふ
こ
と
を
、

私
は
何
等
の
矛
盾
も
な
く
承
認
し
得
る
。
故
に
私
が
今
蓮
べ
た
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

刻
に
ワ
ル
シ
ャ
ゥ
に
居
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
が
、

一
〇
七
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へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

必
然
的
で
は
な
い
。
こ
の
前
提
の
も
と
で
は
、
「
私
は
來
年
の
千

二
月
二
＋
一
雇
の
幾
に
ワ
ル
シ
ャ
ウ
に
居
る
で
あ
ら
う
」
と
の
面

繋
は
現
庇
で
は
眞
で
も
儒
で
も
あ
砂
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
若

し
そ
れ
が
現
在
に
於
て
虞
で
あ
れ
ば
、
私
が
フ
ル
シ
ャ
ゥ
に
未
來

に
於
て
居
る
こ
と
が
必
然
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

は
前
提
に
矛
盾
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
現
在
に
於
て
傭
で
あ
．
る
な

ら
ば
、
私
が
未
來
に
ワ
ル
シ
ャ
ウ
に
居
る
こ
と
は
不
可
能
で
な
け

れ
ば
な
ら
す
、
こ
の
こ
と
も
同
説
に
繭
提
と
矛
盾
す
る
。
故
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
ご

ま
考
へ
た
命
題
は
現
在
で
は
眞
で
も
慨
で
も
な
く
、
σ
”
叉
は
傭
、

及
び
≠
叉
は
眞
と
も
異
っ
た
値
を
欝
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
値
を

私
は
％
で
表
示
す
る
こ
と
が
撫
來
る
。
「
儒
」
及
び
「
眞
」
と
並
ん

で
第
三
の
値
と
し
て
現
れ
る
も
の
は
ま
さ
し
く
「
可
能
な
る
も

の
」
で
あ
る
。

　
こ
の
思
想
過
程
に
三
才
命
題
計
算
學
は
そ
の
成
立
を
負
ふ
て

る
る
。
い
ま
や
論
理
燈
q
學
の
新
し
い
艦
系
を
定
義
し
得
る
如
き
基
礎

と
な
る
べ
き
マ
ト
リ
・
ク
ス
を
輿
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
っ
た
。

私
が
未
來
に
曾
て
ワ
ル
シ
ャ
ウ
に
居
る
こ
と
に
關
す
る
陳
蓮
が

脆
な
る
値
を
持
つ
と
き
に
は
、
そ
れ
の
否
定
も
同
じ
値
％
を
持
つ

こ
と
は
私
に
は
直
ち
に
明
か
で
あ
っ
た
。
斯
く
て
私
は
方
程
式

一
〇
八

民
く
く
。
難
く
悼
を
得
た
。
値
／
2
が
現
れ
る
含
意
多
寄
に
封
ず
る
五
箇

の
方
程
式
、
郎
ち
ら
O
＜
ゼ
O
＜
悼
P
◎
＜
ω
＜
？
O
＜
博
だ
O
㌧
》

が
な
ほ
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
か
っ
た
。
値
％
が
現
れ
ぬ
濡
雪
式
を

私
は
す
べ
て
二
償
の
命
題
計
算
墨
の
腱
系
か
ら
探
っ
て
來
た
。
同

じ
く
〉
δ
及
び
≧
一
に
饗
す
る
値
も
、
私
に
と
っ
て
は
多
か
れ

少
か
れ
自
明
的
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
詳
細
な
考
察
を
基
礎
と
し

て
擁
私
は
求
め
る
方
程
式
を
得
た
。
斯
様
に
し
て
、
私
は
次
に
記

し
た
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
依
っ
て
定
義
さ
れ
て
る
る
命
題
計
算
學

の
三
三
の
罷
系
の
形
成
に
ま
で
途
に
到
達
し
た
。
こ
の
罷
系
は
一

九
二
〇
年
に
始
ま
る
。
⑱

⑫

CIO　i／，　11　．．・V

－
　
協

0

Ii　il

l・　i／，1　1

o　i／．一，　1

o
協

　
　
1
1

こ
の
膿
系
に
就
て
は
私
は
一
九
二
〇
年
六
月
十
九
日
の
ど
饗
q
譲
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
哲
三
三
曾
で
報
魯
し
た
。
こ
の
報
告
の
本
質
的
内
容

ま
ご
菊
琴
び
麟
一
〇
き
ゆ
震
［
毫
・
．
ハ
　
嗣
魯
お
・
＜
導
嘱
ざ
　
ジ
　
ω
・
蔓
P

ぴ
毒
9
く
お
8
●
に
あ
る
o
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第
七
節
　
可
能
性
概
・
念
の
定
義

　
そ
れ
か
ら
私
は
、
此
艦
系
を
基
礎
と
し
て
、
様
相
陳
蓮
に
饗
し

て
傳
へ
ら
れ
た
総
て
の
獄
綴
約
な
命
題
を
基
礎
付
け
る
こ
と
を

可
能
な
ら
し
め
る
姉
き
可
能
性
概
念
の
．
定
義
を
構
成
し
よ
う
と

試
み
た
。
私
は
そ
の
際
に
、
「
純
糠
」
可
能
性
の
概
念
を
考
慮
に
容

れ
、
そ
し
て
間
も
な
く
私
を
満
足
さ
せ
た
定
義
を
獲
見
し
た
。
⑭

然
し
後
に
至
っ
て
、
私
は
、
土
野
可
能
性
な
る
挾
い
概
念
よ
り
も

　
　
　
ヘ
　
　
へ

可
能
性
一
般
な
る
夏
に
普
癒
的
な
概
念
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と

の
確
信
に
到
達
し
た
。
故
に
前
に
命
題
王
l
m
に
於
て
持
ち
熾
さ

れ
た
諸
要
求
に
完
全
に
照
癒
す
る
娘
き
後
の
概
念
〔
可
能
性
一
般

…
課
者
〕
の
定
義
を
次
に
蓮
べ
る
で
あ
．
ら
う
。

　
⑭
獲
見
さ
れ
た
定
義
は
か
な
り
複
離
で
あ
っ
て
次
の
如
く
で
あ
っ
た

　
　
　
U
革
”
【
　
㌧
ぶ
》
斐
凪
》
り
き
》
頃
も
5
》
お
〉
“

　
　
部
ち
表
示
「
φ
が
可
能
な
り
」
（
ご
。
。
。
馨
諺
α
σ
q
膏
ダ
（
卸
m
ψ
憾
．
、
）
は

　
　
次
の
こ
と
だ
け
を
意
昧
す
る
Q
－
i
「
ψ
と
非
φ
と
が
梢
互
に
エ
キ

　
　
　
パ
レ
ン
ト
で
あ
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
ψ
か
ら
相
期
立
す
る
一
封
の

　
　
陳
述
は
如
何
な
る
も
の
も
生
じ
な
い
」
（
ご
瞬
簿
づ
、
①
山
巽
。
・
冒
山
㌧
き
焦

　
　
篭
9
陸
も
Φ
凹
g
霞
密
門
触
5
一
ヨ
、
巴
。
暮
0
9
吋
。
の
賦
窯
】
ぬ
鉱
岡
μ
蟹
餌
珪
犀
。
亭

　
　
賃
鼠
艶
8
二
萄
。
3
0
門
雲
霧
釦
。
p
σ
◎
o
詳
　
＆
o
磐
m
㌧
臨
。
び
①
鴨
㈹
9
窪
．
、
．
）
Q

ジ
ャ
ン
・
ル
カ
ジ
ェ
ウ
イ
ッ
ソ
『
多
懐
命
題
欝
箕
學
に
就
て
』

ぽ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

諺
は
二
者
鯉
叩
一
閲
剛
係
諺
岸
Φ
謡
H
舞
凶
く
。
〔
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
所
蝋
爾
U
尻
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

甘
艮
け
凶
。
嵩
で
あ
る
…
…
課
者
）
の
記
號
、
刀
は
エ
キ
バ
レ
ソ
ト
の

記
號
で
あ
る
。
三
儂
の
論
理
學
で
は
次
の
定
嚢
が
成
立
す
る
。
一

　
U
謹
　
紙
ミ
ー
1
ら
⑤
鳥

　
d
＊
ω
　
き
二
日
き
輿
き
㌧
ψ

　
U
♂
　
ミ
Q
鍾
さ
心
ゆ
嘘

「
不
可
能
性
」
の
藩
臣
は
更
に
明
瞭
で
あ
る
。
ー
ー

　
u
＊
い
き
ぶ
泊
養
・
3
調
⑤
き
き
　
　
．

翻
ち
「
φ
が
不
可
能
な
り
」
（
こ
＄
簿
嵐
。
簿
舅
O
『
q
財
。
ダ
創
器
ψ
㌧
．
、
）

は
「
ψ
と
非
ψ
と
は
彬
互
に
エ
キ
バ
レ
ン
ト
で
な
く
、
且
、
ψ
か
ら

一
稼
の
相
謁
蔵
す
る
命
題
が
生
ず
る
」
と
歎
ふ
こ
と
を
意
昧
す
る
。

d
＊
H
か
ら
鋤
に
凝
し
て
次
の
方
程
式
を
霧
る
0
1
き
δ
1
1
P

ミ
ぷ
1
1
H
・
」
斎
鎚
志
。
既
方
程
式
及
び
ヨ
償
命
題
計
算
學
の
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
を
基
礎
と
し
て
容
易
に
次
の
テ
ー
ゼ
が
立
謹
さ
れ
得
る

（
こ

（
・
・
）

（
O
O
）

（
轟
）

（
い
）

（
ひ
）

♪
㌔
ひ
〉
臼
蟹
ピ

q
＞
♂
9
♂
≧
剛
奇

黛
ぶ
㌧
窮
“
㌧
S
＞
芝

之
曇
“
氷
い
剛
ゑ
㌧
“

象
ぶ
㌧
翁
q
奇
〉
“

衰
剛
う
引
貸
〉
麟
曳
〉
蛸
ミ

テ
ー
ゼ
向
は
、
承
認
さ
れ
た
陳
述
「
α
が
可
能
で
な
い
」
（
ご
ミ
令

黛
．
。
）
を
二
巴
と
し
て
命
題
1
に
從
っ
て
陳
述
「
非
α
」
（
ご
〉
◎
、
，
）
を
二

…
〇
九
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暫
學
研
究
　
第
二
百
顯
十
七
號

　
　
　
画
の
分
離
に
依
っ
て
獲
得
さ
せ
る
。
逆
に
テ
…
ゼ
⑭
及
び
命
題
1
1

　
　
　
に
從
っ
て
、
承
認
さ
れ
た
陳
蓮
「
非
α
し
（
ご
ン
ぐ
．
．
）
を
墓
礎
と
し
て

　
　
　
　
一
図
の
分
離
に
依
り
陳
蓮
「
α
は
可
能
で
な
い
」
（
ご
〉
心
藩
．
．
）
を
得

　
　
　
る
。
更
に
、
陳
蓮
「
α
が
可
能
で
あ
る
し
（
ご
監
．
、
）
及
び
「
非
α
が

　
　
　
可
能
で
あ
る
し
（
ご
㍉
象
．
．
）
の
｝
つ
が
承
認
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら

　
　
　
の
陳
蓮
の
他
の
も
の
も
テ
ー
ゼ
㈲
と
的
と
に
起
っ
て
是
認
さ
れ
て

　
　
　
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
承
認
さ
れ
た
陳
述
「
α
」
及
び
「
α
は
必

　
　
三
三
な
り
し
か
ら
は
陳
述
「
α
は
可
能
な
り
」
は
推
論
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
は
禺
來
な
い
。
飼
と
な
れ
ば
、
我
々
は
既
膿
で
は
必
然
性
と
合
一

　
　
　
さ
れ
僻
な
い
「
純
粋
な
る
」
可
能
性
を
論
じ
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。

　
此
麩
で
蓮
べ
ら
れ
る
定
義
は
タ
ル
ス
キ
イ
（
8
β
・
諾
賦
）
氏
が
一

九
皿
二
年
彼
が
未
だ
ワ
ル
シ
ャ
ウ
大
墨
の
墨
生
と
し
て
私
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
滲
加
し
て
み
た
と
き
に
嚢
算
し
た
。
タ
ル
ス
キ
イ
氏

の
定
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
一

　
O
卜
◎
　
』
碁
鱒
貸
〉
い
も

　
欝
葉
で
云
へ
ば
、
断
ち
、
「
汐
が
雇
能
で
あ
る
」
（
と
霧
凶
。
。
ご
昌
O
α
q
－

ぎ
7
薮
。
・
。
・
㌧
．
＾
）
は
「
聴
力
な
ら
ば
汐
な
り
」
（
と
づ
δ
鐸
野
冊
。
ま
忌
植

蓉
㌧
．
．
）
と
の
こ
と
だ
け
を
意
味
す
る
。
此
定
義
の
直
観
的
意
味

に
心
を
移
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
表
示
ご
9
ノ
ゴ
㌔
は
、
報
償
の

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
慕
礎
と
し
て
、
ノ
が
儒
で
あ
る
と
き
に
の
み

限
っ
て
儒
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
ご
O
＞
ギ
．
．
は
眞
で
あ
る
。
斯

＝
○

く
て
我
々
は
次
の
方
程
式
を
得
る
。
一

　
　
き
δ
鐸
P
　
　
　
箆
騒
く
憂
。
1
1
♂
　
　
旨
蚤
1
1
一

　
故
に
或
隙
述
、
μ
が
繍
で
あ
る
と
き
は
、
陳
蓮
「
凱
が
可
能
で
あ

る
」
（
と
。
。
。
翼
ヨ
。
讐
0
7
創
p
ω
ω
㌧
．
．
）
も
備
で
あ
る
。
然
し
‘
α
，
が
眞
、

叉
は
第
三
の
値
「
可
能
な
る
も
の
」
を
持
つ
と
き
は
、
陣
蓮
「
α
は

可
能
な
り
」
（
ご
窃
騨
膏
＆
［
。
ダ
雰
ω
ψ
g
、
．
）
は
虞
で
あ
る
。
こ
れ

は
我
々
の
直
観
に
完
全
に
よ
く
合
致
す
る
。

　
二
儂
の
論
理
墨
に
於
て
は
、
表
示
ご
負
〉
“
駄
．
は
表
示
、
汐
と
エ

キ
バ
レ
ン
ト
で
あ
る
．
だ
が
三
償
の
命
題
計
算
學
で
は
然
ら
す
。

し
か
も
二
償
の
命
題
計
算
墨
に
於
て
成
立
す
る
テ
ー
ゼ
と
◎
睾

§
㌧
．
「
こ
れ
は
通
常
の
命
題
計
算
學
の
私
の
罷
工
で
は
公
理

と
し
て
現
れ
る
⑲
；
は
三
豊
の
膿
系
に
於
て
は
㌧
1
1
く
恐
・
に
封

し
て
は
成
立
し
な
い
。
テ
ー
ゼ
と
貸
9
“
薯
．
、
に
於
て
は
グ
ァ
イ

ラ
テ
ィ
く
豊
強
回
が
興
味
深
い
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
著
し
た
、
⑯
こ

れ
に
依
る
と
、
既
に
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
は
こ
の
テ
…
ぜ
を
、
明
瞭
に

定
式
化
は
し
て
み
な
い
が
、
彼
の
定
理
の
謹
明
に
用
み
た
。
十
六

世
紀
二
野
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
註
喪
家
で
あ
り
、
エ
ス
イ
ッ
ト
敏

團
の
一
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
グ
レ
ゴ
リ
ァ
謄
の
編
者
で
あ
る
ク
ラ

ヴ
ィ
ウ
ス
（
Ω
聖
・
謬
）
が
始
め
て
上
記
の
テ
～
ぜ
に
彼
の
注
意
を
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向
け
た
。
⑲
こ
の
と
き
以
來
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
教
養
あ
る
エ
ス

イ
ッ
ト
の
蓮
中
の
な
か
で
哺
も
。
霧
Φ
ρ
器
⇔
薮
三
唱
玄
一
♂
．
、
の
名
穗

の
も
と
に
確
か
な
通
俗
姓
を
得
た
も
の
・
や
う
で
あ
る
。
⑲
特
に

テ
ー
ゼ
こ
◎
9
“
ミ
．
．
に
馴
し
て
有
名
な
エ
ス
イ
ッ
ト
で
あ
る
ぜ

ロ
ラ
モ
・
サ
ッ
ク
リ
0
2
0
琶
ぎ
留
8
冨
覧
は
ひ
ど
く
氣
を
ひ
か

れ
た
の
で
、
彼
は
こ
の
テ
！
ぜ
を
墓
礎
と
し
て
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の

断
行
線
の
公
準
を
讃
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
謹
明
は
不
成
功
で
は

あ
っ
た
が
、
サ
ッ
ケ
リ
は
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
の
先
購
者
の

名
を
得
た
。
⑳

　
⑮
蓼
照
L
臣
。
厳
2
蔓
δ
σ
q
鵠
＾
一
ヨ
㌶
2
壼
蔓
§
並
、
、
（
「
鐵
學
的
論
理
學

　
　
の
要
素
」
私
の
一
九
二
八
一
二
九
年
秋
期
の
ワ
ル
シ
ャ
ゥ
大
學

　
　
で
の
講
嚢
の
石
版
印
刷
、
亙
・
プ
レ
ス
ブ
ル
ゲ
ル
窯
・
帽
憎
霧
Ψ
削
お
窪

　
　
編
…
）
ワ
ル
シ
ャ
ゥ
、
　
一
九
二
九
年
、
四
五
薪
只
。

　
⑯
Q
。
の
簿
笥
鷲
9
＜
蝕
㌶
凹
い
冒
…
℃
N
母
国
§
誌
。
ぢ
阿
H
・
O
騒
く
・

　
　
》
箕
○
℃
o
簿
岡
。
山
、
弩
冨
湊
。
富
一
8
0
①
艮
。
①
蝕
琵
9
黛
崔
。
霧
窪
苧

　
　
臥
○
零
象
国
蓉
一
蕊
P
ω
．
い
肘
α
よ
ミ
．

　
⑰
　
謬
照
く
艶
㌶
r
r
ρ
ω
●
い
目
。
。
塗
　
ヅ
ァ
イ
ラ
テ
ィ
は
上
記
の
テ
ー

　
　
ゼ
が
純
粋
の
形
に
於
て
“
は
な
い
が
齪
に
ス
ト
イ
ッ
ク
學
派
に
知

　
　
ら
れ
て
る
た
こ
と
を
見
逃
し
て
み
る
や
う
で
あ
る
。

　
⑱
滲
旧
く
琶
銭
し
・
ρ
Q
Q
・
鴇
H
・

　
⑲
　
上
記
の
テ
ー
ゼ
に
記
す
る
名
穂
ご
8
蕊
①
碧
①
簿
貯
邑
霧
愚
問
ω
．
．
は

　
　
　
　
　
ジ
ャ
ン
・
ル
カ
ジ
ェ
ウ
イ
ッ
ツ
『
多
煩
命
題
議
鍵
學
に
就
て
』

　
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
ス
イ
ッ
ト
の
著
作
中
に
も
見
え
る
。

　
⑳
滲
照
く
琶
9
鉱
L
齢
ρ
O
H
×
・
豊
【
嵩
回
、
○
℃
Φ
鑓
自
巨
の
9
…
舞
餌
鮎
℃
．

　
　
Q
o
δ
㌶
影
。
勢
8
｝
器
缶
（
｝
Ψ
暦
。
α
q
剛
鑓
曾
営
9
糞
茜
凱
養
、
．
桝
9
M
）
●
ψ

　
　
轟
謡
一
轟
G
◎
恥
6

　
テ
ー
ぎ
b
∋
ぎ
．
．
に
依
る
と
、
或
陳
述
を
、
評
と
呼
ぶ
と
、
含

意
蘭
虫
ご
鼻
ゴ
．
．
が
成
立
す
る
と
き
は
、
、
評
も
成
立
す
る
。
含
意

關
係
「
非
α
な
ら
ば
α
な
り
」
（
と
乏
①
暮
凱
身
掌
3
も
・
0
9
．
．
）
は
表

丞
－
非
・
か
ら
・
が
蹄
結
さ
れ
る
L
（
も
器
再
亭
鼠
・
蒔
宴
．
．
）
と

圃
…
の
こ
と
を
意
味
し
は
し
な
い
が
、
然
し
含
意
開
係
な
る
更
に

普
蓬
的
な
概
念
は
、
館
結
す
る
（
閃
。
蒔
曾
）
と
云
ふ
更
に
特
殊
的
な

揚
合
を
含
ん
で
み
る
。
故
に
三
宿
「
穿
㏄
」
か
ち
論
述
「
α
」
が
蹄
結

さ
れ
得
る
な
ら
ば
、
｛
，
α
」
は
眞
で
あ
る
。
然
し
サ
ッ
ク
リ
と
共
に

「
非
α
か
ら
α
が
麟
結
す
る
」
と
の
事
實
が
陳
蓮
「
α
」
に
第
一
眞

理
》
》
震
9
帥
く
。
簿
器
．
．
の
刻
郎
を
押
す
こ
と
を
承
認
す
る
の
は
正

當
で
な
か
ら
う
。
⑳
反
謝
に
、
テ
ー
ゼ
ヒ
◎
§
㍉
．
は
我
々
に
は

ま
さ
し
く
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
印
象
を
與
へ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
そ

の
名
稔
M
も
○
諺
8
器
算
㌶
巳
釜
σ
同
謝
．
．
も
嗜
示
す
る
や
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
も
　
ヘ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

た
f
一
つ
の
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。
一
或
陳
蓮
が
、
そ
れ
の
反

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

鋤
物
か
ら
推
論
さ
れ
得
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
確
か
に
鶴
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
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ヘ
　
　
へ

ま
た
不
可
能
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
可
能
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
恰
も
タ
ル
ス
キ
イ
氏
の
定
義
が
確
認
し
て
み
る
と
こ
ろ

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
定
義
は
、
必
然
性
の
概
念
の
上
に
適
用
さ

れ
る
と
き
は
、
恐
ら
く
も
っ
と
開
瞭
に
了
解
さ
れ
る
や
う
に
な
る

で
あ
ら
う
。
郎
ち
O
ト
つ
と
和
調
和
し
て
次
の
も
の
を
得
る
一
。

　
U
O
◎
　
＞
9
§
“
硅
＞
N
Ω
～
引

　
即
ち
一
「
ノ
は
必
然
な
り
」
（
ご
9
翼
β
○
箸
①
＆
置
母
ω
ω

㌧
．
．
）
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
「
汐
な
る
と
き
は
非
抄
で

あ
る
こ
と
は
眞
で
は
な
い
」
ご
霧
算
該
○
暮
≦
筈
5
ユ
餌
。
。
。
。
≦
o
髪

》
8
託
。
寡
忌
．
．
で
あ
る
。
故
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
云
へ
ば
、
陳

蓮
、
泌
に
就
て
、
そ
れ
が
必
然
的
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
得
る
の
は
、

そ
の
隙
述
自
身
の
否
定
が
麹
分
の
中
に
含
ま
れ
て
み
な
い
と
き

に
限
る
の
で
あ
る
。

　
み
仏
ほ
上
に
縦
ハ
へ
た
山
疋
煎
我
の
膚
隣
騨
馴
的
一
黒
質
・
ぜ
椚
独
く
轟
土
弄
し
な
く

と
も
、
我
々
は
と
に
か
く
、
か
の
定
義
が
命
題
工
一
m
の
な
か
で

単
寧
さ
れ
た
す
べ
て
の
要
求
に
照
癒
す
る
こ
と
、
し
か
も
タ
ル
ス

キ
4
氏
が
謹
明
し
た
如
く
に
、
三
彩
の
単
身
に
於
て
、
か
の
諾
條

　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

件
を
満
足
す
る
た
ご
つ
の
可
能
な
る
定
義
で
あ
る
こ
と
、
を
承

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
。
こ
れ
か
ら
此
最
後
の
命
題
の

謹
朋
に
と
り
か
エ
る
。

＝
二

　
　
第
八
節
　
可
能
性
概
念
の
定
義
の
諸
結
果

　
定
義
O
め
を
慕
礎
と
し
て
第
「
群
の
す
べ
て
の
テ
ー
ゼ
、
師
ち

命
題
王
に
封
癒
す
る
テ
…
ゼ
ー
、
及
び
テ
…
ぜ
7
－
1
1
が
離
朋
さ

れ
て
る
る
こ
と
が
先
づ
刺
る
。
三
償
の
命
題
計
算
學
に
於
て
は
郎

ち
次
の
テ
ー
ゼ
が
成
立
す
る
。
一

　
8
一
夢
ジ

故
に
我
々
は
次
の
も
の
を
得
る
。
i

　
　
　
“
目
一
　
ミ
〉
引
×
月
博

　
↓
邸
　
余
9
メ
u
℃

　
　
　
　
日
ゆ
d
ゆ
×
弓
Q
Q

　
↓
。
。
余
§
〕

　
8
ト
っ
に
属
す
る
、
謹
明
列
に
発
て
は
、
定
義
の
右
下
を
左
邊
で
代

表
さ
せ
る
こ
と
を
許
す
推
理
法
則
が
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。
三
償
の

命
題
計
算
學
に
於
て
は
、
す
べ
て
の
韓
位
法
則
も
三
段
論
法
の
原

理
も
正
し
い
の
で
み
み
か
ら
、
我
々
は
8
。
。
か
ら
第
｝
群
の
他
の

す
べ
て
の
テ
ー
ゼ
を
得
る
。
す
べ
て
こ
れ
ら
の
テ
ー
ゼ
は
完
全
に

自
明
的
で
あ
る
。
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第
こ
群
の
テ
…
ゼ
は
立
謹
さ
れ
て
る
な
い
。
そ
の
上
に
、
此
等

の
テ
ー
ゼ
の
全
部
が
自
明
の
も
の
で
は
な
い
。
然
し
こ
れ
等
の
う

至
、
爾
－
み
、
の
嚇
は
命
題
1
1
に
照
癒
す
る
ー
ー
は
、
箪
純
な
含

意
関
係
と
し
て
黛
は
な
い
が
、
或
意
味
に
於
て
成
立
す
る
。
飾
ち

U
悼
を
墓
礎
と
し
て
三
儂
の
命
題
計
算
學
で
は
次
の
命
題
一

　
　
Ω
㌧
夢
〉
鶉
蚤
“
及
び
O
＞
N
O
＞
、
慧
〉
葛
“

が
成
立
す
る
。
然
し

　
　
槍
箋
§
“
及
び
2
引
ミ
“

な
る
表
示
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
が
。
故
に
三
儂
の
命
題
計
算

畢
に
於
て
は
、
テ
ー
ゼ
ご
O
⑤
ゆ
ゆ
2
．
、
が
成
立
せ
す
、
前
し
て

そ
れ
故
表
示
‘
9
倉
臥
．
と
こ
畠
焦
．
と
は
通
常
の
二
償
の
命

題
計
算
躍
に
於
て
の
善
く
に
野
蚕
に
エ
キ
バ
レ
ン
ト
で
あ
る

の
で
は
な
い
こ
と
・
な
る
。
上
蓮
の
諸
命
題
は
三
艘
の
命
題
計
算

學
に
於
て
も
正
し
い
と
こ
ろ
の
次
の
如
き
補
助
テ
ー
ゼ
を
基
礎

と
し
て
謹
明
さ
れ
る
こ
と
が
出
鼻
る
。
一

6
心

↓
窃

↓
①8

N “
q
Ω
さ

騨
6
◎
＞
M
＞
“
s

O
◎
㍗
夢
’
眼
華
い
〉
ψ

O
余
♪
〉
“
騨
O
＞
“

ツ
ヤ
ン
．
ル
カ
ジ
ェ
ウ
イ
ッ
ソ
『
多
領
命
題
謙
算
學
に
就
て
』

　
　
　
　
臼
9
＼
〉
ゴ
ミ
塗
♂
丸
腰
×
◎
黛
＼
〉
“
こ
鴫
奪
i
謬

　
6
◎
O
　
O
＞
“
9
“
≧
G
＞
“
℃

　
　
　
　
目
G
。
6
×
↓
ψ

　
↓
㊤
　
塗
蛸
塗
ぜ
＞
S
夢

　
　
　
　
8
母
＼
§
“
〉
い
ζ
鳩
な
×
O
醤
9
＼
〉
“
「
紹
囲
O

↓
一
；
量
婁
き

　
　
　
　
目
一
〇
．
U
ξ
＼
〉
“
》
×
8
離

　
↓
ご
　
ゆ
♪
＞
S
筆
“

　
樹
、
陳
蓮
「
露
α
」
が
承
認
さ
れ
て
る
る
と
、
こ
れ
か
ら
テ
ー
ゼ

↓
り
に
從
っ
て
こ
罎
分
離
を
用
ひ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
陳
蓮
「
傷
は

可
能
で
は
な
い
」
（
ご
¢
。
，
韓
鼠
。
謀
営
α
σ
q
浮
ヴ
・
舟
。
。
ω
g
．
．
）
が
生
す

る
。
そ
し
て
陳
蓮
、
畿
”
が
承
認
さ
れ
て
る
る
と
き
は
、
こ
れ
か
ら
テ

ー
ゼ
8
一
一
に
從
っ
て
嗣
様
に
二
席
分
離
を
用
ひ
て
陳
蓮
「
非
α

は
可
能
で
な
い
」
（
と
。
。
。
韓
誓
湯
け
諺
O
σ
q
聞
。
ダ
紆
。
。
ω
嵐
∩
馨
盛
．
．
）

が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
・
・
は
必
然
的
で
あ
る
」
（
ご
＄
鯨
欝
。
掌

≦
象
α
亜
創
霧
駄
．
）
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
故
に
次
の
如
く
に
推

論
す
る
．
）
と
が
萬
來
る
。
一
も
私
は
懐
中
無
手
で
あ
る
。
故
に

私
が
懐
中
に
金
銭
を
持
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
叉
は
一
－

一
一
三
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「
私
は
今
晩
は
家
に
み
る
。
故
に
私
が
介
並
家
に
み
る
こ
と
は
必

然
的
で
あ
る
。
」
白
㎎
的
な
命
題
∬
は
安
當
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
謹
明
さ
れ
、
し
か
も
す
べ
て
の
存
在
物
（
ω
o
δ
浅
Φ
）
が
必
然

的
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
は
な
く
、
そ
し
て
す
べ
て
の
非
存
在
物

（
器
。
葺
ω
①
讐
畠
）
が
不
可
能
で
あ
る
の
で
は
な
い
と
云
ふ
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
言
葉
が
保
存
さ
れ
る
如
き
仕
方
に
於
て
ゴ
あ
る
Q
何

と
な
れ
ば
、
表
示
㌔
．
．
と
こ
〉
≦
ぐ
、
．
、
及
び
ご
〉
蕾
．
、
と
ご
〉
電
鼻
、
．

と
は
湘
互
に
エ
キ
バ
レ
ン
ト
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
又
、
可
能
存

在
か
ら
存
在
へ
と
推
論
さ
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
何
と
な
れ
ば

噂
㌧
碁
へ
．
が
ご
Q
＞
い
ミ
．
．
と
詞
じ
こ
と
を
意
味
す
る
限
り
に
於
て
は
、

ヒ
6
S
蕊
導
．
．
も
、
ご
長
b
」
蕊
臥
．
も
、
三
償
命
題
計
算
墨
に
於
て
成

立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
命
題
皿
が
次
の
テ
…
ゼ
の
形
態
に
於
て
立
談
さ
れ

て
る
る
。
　
　
郎
ち

　
↓
這
　
鋼
さ
夢
」
蚤
“

或
は

　
6
お
〉
鳶
ボ
壼
夢
」
壽

こ
の
際
、
次
の
定
義
が
假
定
さ
れ
る
。

　
O
心
　
臥
ミ
”
貸
O
ミ

一
一
四

　
U
窃
　
き
ミ
暮
〉
霞
〉
“
～
“

　
テ
！
ぜ
日
韓
及
び
日
一
G
。
と
は
、
三
．
償
の
命
題
計
算
畢
の
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
と
、
前
郷
に
述
べ
た
解
の
方
程
式
と
を
補
助
に
す
れ
ば

最
も
容
易
に
立
謹
さ
れ
る
。
郎
ち
㌧
1
1
く
p
に
毒
し
て

　
　
　
　
h
駄
ミ
く
覧
飴
く
く
塒
1
1
肉
界
へ
く
ゆ
一
1
眺
ニ
ー
1
一

を
得
る
。
敏
に
表
示
ご
蚕
ミ
“
、
、
が
眞
で
あ
る
如
き
汐
の
値

が
存
在
す
る
。

　
上
述
の
諸
結
果
の
糖
括
と
し
て
、
今
や
次
の
命
題
を
提
出
す
る

こ
と
が
拠
來
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
で
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
定
義
㌔
夢
縫
塗
い
蒔
へ
へ
を
基
礎
に
置
け
ば
、
様
相
隙
遽
に
蜀
し

へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
傳
へ
ら
れ
て
來
た
す
べ
て
の
命
題
が
、
三
儂
の
命
題
計
算
學
に

も
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

於
て
矛
盾
な
く
立
、
謹
さ
れ
て
る
る
。

　
こ
の
結
果
は
私
に
は
非
常
に
涯
ほ
に
値
す
る
や
う
に
悪
は
れ

る
。
可
能
性
と
必
然
性
の
概
念
に
結
び
付
け
ら
れ
た
我
々
の
直
観

が
、
工
優
性
の
原
理
の
上
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
通
常
の
論
理
學
と

は
根
本
的
に
異
っ
た
論
理
罷
系
を
指
示
す
る
か
の
如
き
様
子
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
タ
ル
ス
キ
イ
氏
の
轍
ハ
へ
た
定
義
。
か
、
三
窪
田
の
A
黒
題
計
竹
菰
墨
・
に
於

て
、
命
題
1
一
皿
に
て
提
綴
さ
れ
た
諸
要
求
を
満
足
す
る
唯
一
の



　
　
も
の
で
あ
る
こ
と
が
未
だ
謹
明
さ
れ
す
に
残
さ
れ
て
み
る
。
こ
の

　
　
謹
明
は
容
易
に
次
の
糠
く
し
て
行
ふ
こ
と
が
轟
來
る
。
一
命
題

　
　
1
に
依
り
陳
蓮
と
〉
鶉
寄
、
へ
か
ら
陣
蓮
ζ
〉
餅
．
へ
が
從
ふ
か
ら
、
轄

　
　
位
法
則
を
墓
礎
と
し
て
、
、
μ
か
ら
陳
蓮
も
｝
．
．
も
從
は
ね
ば
な

　
　
ら
な
い
。
故
に
、
9
“
一
で
あ
れ
ば
」
寄
鐸
嵩
岱
匪
一
で
あ
る
。
斯

　
　
く
し
て
方
程
式
謁
鎌
鐸
一
を
得
る
。
他
方
に
過
て
、
命
題
H
に
…
從

　
　
つ
て
、
陳
蓮
ζ
〉
ぐ
．
．
か
ら
陳
蓮
．
＾
き
掛
．
．
が
推
論
さ
れ
る
。

　
　
そ
れ
か
ら
9
”
O
又
は
き
H
一
で
あ
れ
ば
、
ミ
辱
1
1
箋
δ
段
剛

　
　
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
＞
S
§
は
此
等
の
條
件
の
も
と
で
は
」
さ
難
O

　
　
で
あ
る
と
き
の
み
一
に
等
し
い
。
故
に
、
第
二
の
方
程
式
詣
δ
1
1
0

　
　
を
得
る
。
最
後
に
、
命
題
斑
に
依
り
ご
ギ
聾
蕊
㌔
簑
轡
．
．
が
眞
で

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
㌧
“
O
及
び
㌧
醤
一
に
鋤
し
て
は
そ
れ
は

　
　
眞
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
い
つ
れ
の
場
合
に
も
接
合
關
係

　
　
凶
。
且
§
藍
露
の
項
の
嚇
が
僑
で
あ
り
、
從
っ
て
接
合
闘
係
自
身

　
　
も
儒
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
」
瓢
＼
悼
ー
ー
一
と
假

　
　
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
時
に
の
み
接
合
闘
…
係

　
　
㍉
誌
S
蕊
葛
鰹
織
．
が
㌧
薙
囲
鳶
に
鋤
し
て
一
に
等
し
い
か
ら
で
あ

　
　
る
。
こ
れ
で
以
て
醜
撒
臨
夢
．
．
㌔
は
三
方
の
命
題
計
算
學
に
於
て

　
　
完
全
に
規
定
さ
れ
て
居
り
、
評
し
て
と
6
＞
ギ
．
．
或
は
と
黛
屯
．
．

購
　
　
ツ
ヤ
ン
ル
多
草
三
多
領
命
馨
算
漿
辱
』

と
エ
キ
バ
レ
ン
ト
な
他
の
表
示
に
依
っ
て
の
み
定
義
さ
れ
得
る

の
で
あ
る
。

第
九
節

多
端
の
命
題
計
算
學
の
一
系
の

哲
學
的
意
味

　
三
償
の
命
題
計
算
學
の
膿
系
の
ほ
か
に
、
私
は
一
九
二
二
年
、

祁
互
に
密
接
に
結
び
付
け
ら
れ
九
醒
系
の
完
全
な
組
を
獲
見
し

た
。
こ
れ
を
私
は
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
方
法
に
依
っ
て
次
の
如
く
定

義
し
た
。
ー
ー

　
、
2
と
、
汐
が
イ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
（
O
一
一
）
の
或
撒
を
表
す
と
、

　
　
㌧
眠
“
　
　
に
賊
し
て
は
　
ゆ
Q
ほ
一

　
　
、
V
賢
　
　
に
忙
し
て
は
　
ρ
Q
け
一
一
㌧
十
賢

　
　
〉
い
1
1
圃
感

で
あ
る
。

　
撒
の
イ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
（
O
一
一
）
か
ら
端
の
値
。
と
一
の
み
が

蓬
ば
れ
る
と
、
上
記
の
定
義
は
通
常
の
一
贋
の
命
題
計
算
學
の
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
を
表
示
す
る
。
更
に
、
撒
施
が
添
加
さ
れ
る
と
、
三

橿
の
騰
系
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
得
る
。
鷺
烏
に
、
3
、
4
、
5
…
－

π
値
の
龍
門
が
作
ら
れ
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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す
べ
て
の
多
償
の
膿
系
の
う
ち
で
、
二
箇
の
み
が
哲
墨
的
意
味

を
要
求
す
る
こ
と
が
繊
來
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
私
に
は
最
初
か
ら

明
瞭
で
あ
っ
た
。
邸
ち
三
跡
及
び
無
限
償
の
燈
系
で
あ
る
。
何
と

な
れ
ば
、
⑩
及
び
誕
と
か
ら
異
っ
た
値
は
「
可
能
な
る
も
の
」
と
考

へ
ら
れ
る
か
ら
、
立
派
な
理
露
か
ら
し
て
、
た
望
二
つ
の
場
合
の

み
が
腿
刷
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
一
郎
ち
、
可
能
な
る
も
の
。
か

度
合
の
差
別
を
示
さ
ぬ
と
蝦
定
す
る
と
、
そ
の
と
き
は
三
償
の
晶

系
を
得
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
度
合
の
差
扇
あ
り
と
假
帯
す
る
と
、

最
も
自
然
的
に
、
確
傘
計
算
に
於
け
る
と
嗣
様
に
し
て
、
可
能
な

る
も
の
に
は
無
限
多
の
度
合
の
差
甥
が
成
立
す
る
こ
と
が
是
認

さ
れ
得
る
。
こ
れ
は
無
隈
償
の
命
題
計
算
學
に
導
く
○
私
は
、
こ

の
後
の
艦
系
が
他
の
も
の
よ
り
も
優
れ
て
み
る
と
、
注
す
る
。
残

念
乍
ら
こ
の
艦
系
は
朱
だ
に
精
密
に
研
究
さ
れ
て
は
み
な
い
。
特

に
、
無
心
償
の
膿
系
の
確
率
計
算
と
の
關
係
も
未
だ
に
明
か
に
さ

れ
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
⑳

　
⑳
）
私
が
猫
逸
語
で
書
い
た
小
著
「
確
当
計
算
の
論
理
的
基
礎
」
ご
U
δ

　
　
δ
鷺
8
ぎ
嵩
Φ
擁
諺
巳
謎
。
一
μ
α
角
ノ
く
接
鑑
。
ぎ
剛
三
幽
。
算
。
器
讐
o
o
｝
き
毒
堕
．
。

　
　
壌
讐
麟
ζ
μ
ぢ
部
・
k
〆
ぎ
9
自
・
タ
．
貯
幹
は
確
蛮
・
性
の
概
念
を
全
く
他

　
　
の
概
念
の
上
に
基
礎
付
け
よ
う
と
試
み
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
工
ハ

　
無
隈
燈
の
罷
系
に
於
て
、
タ
ル
ス
キ
イ
氏
の
燥
．
灯
し
た
可
能
性

の
定
義
が
假
定
さ
れ
る
と
、
こ
れ
か
ら
、
三
嘆
の
膿
系
に
於
け
る

と
構
様
に
、
前
節
に
騒
げ
ら
れ
た
凡
て
の
テ
ー
ゼ
が
畠
て
來
る
。

故
に
霞
明
的
な
命
頭
王
一
m
も
ま
た
無
限
償
の
命
題
計
算
學
に

嘗
て
立
謹
さ
れ
て
る
る
。

　
三
償
の
艦
票
は
二
手
の
罷
系
の
眞
部
分
で
あ
り
、
同
じ
く
無
限

儂
の
羅
系
は
三
穫
の
罷
系
の
爽
部
分
で
あ
る
。
脚
ち
、
（
量
記
號
を

持
た
ぬ
）
三
便
及
び
無
隈
償
の
膿
系
の
す
べ
て
の
テ
ー
ゼ
は
二
儂

の
区
系
で
成
立
し
て
み
る
。
然
し
、
二
傾
の
命
題
計
算
學
で
は
成

立
し
て
み
る
が
三
儂
の
禮
系
で
は
直
立
し
て
み
な
い
テ
ー
ゼ
が

あ
る
。
そ
し
て
無
隈
債
の
醗
系
で
成
立
し
な
い
三
脚
の
艦
系
の
テ

ー
ゼ
が
あ
る
。
だ
が
、
命
題
計
算
の
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
テ
ー
ゼ

が
周
題
で
あ
れ
ば
、
例
へ
ば
ご
楚
ぴ
。
慧
p
奪
客
プ
。
鑓
鑑
。
讐
．
に
集

め
ら
れ
て
み
る
テ
ー
ゼ
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
三
贋
の
命
題
計
算
藥

と
無
限
便
の
命
題
計
算
畢
と
の
差
動
は
微
少
で
あ
る
。
か
の
著
作

の
中
で
は
私
は
、
無
眼
、
償
の
艦
系
で
は
成
立
し
て
み
な
い
で
、
三

野
の
龍
系
で
成
立
す
る
癩
き
唯
一
箇
の
テ
ー
ゼ
を
も
見
患
さ
ぬ

か
ら
で
あ
る
。

　
三
便
及
び
無
限
儂
の
艦
孫
で
成
立
し
な
い
二
儂
の
命
題
計
算
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學
の
最
も
重
要
な
テ
ー
ゼ
は
間
接
謹
明
の
推
理
法
に
蘭
係
す
る
。

こ
の
推
理
法
は
以
前
か
ら
疑
は
れ
て
る
た
。
網
へ
ば
多
勢
の
罷
系

で
成
立
し
な
い
次
の
幽
き
テ
ー
ゼ
を
置
け
て
い
エ
だ
ら
う
。
i

と
貸
舞
“
篭
．
、
と
h
◎
〉
“
㌧
ゴ
．
．
と
◎
騨
Q
O
⑤
き
〉
♂
．
．
ご
8
ト
ペ

ン
“
き
、
．
こ
h
傘
き
＞
」
き
㌧
．
、
こ
れ
等
の
テ
ー
ゼ
の
う
ち
第
｝
の

も
の
は
以
前
に
蓮
べ
た
。
第
一
の
も
の
が
第
二
の
も
の
と
異
る
の

は
否
定
を
置
き
換
へ
た
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
次
の
二
箇
の
テ

ー
ゼ
は
、
陳
蓮
ご
〉
ぐ
．
．
を
、
こ
れ
の
、
反
翻
物
た
る
、
μ
か
ら
癬
互

に
矛
盾
す
る
陳
蓮
が
導
患
可
能
で
あ
る
と
き
に
は
、
眞
で
あ
る
と

す
る
罐
利
を
我
々
に
與
へ
る
。
鍛
後
の
テ
ー
ゼ
に
依
る
と
、
二
個

の
海
蘭
立
す
る
陳
述
の
エ
キ
バ
レ
ン
ツ
が
礎
ふ
と
こ
ろ
の
陳
蓮

は
正
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
撒
學
の
中
に
は
、
斯
る
命
題
計
算
墨

の
三
眠
及
び
無
限
債
の
膿
系
に
於
て
は
承
認
さ
れ
な
い
テ
ー
ゼ

の
上
に
立
つ
推
理
法
が
存
在
す
る
。
就
中
、
所
謂
、
集
合
論
の
「
鋤

角
線
の
方
法
」
は
そ
の
一
で
あ
る
。
封
角
線
の
方
法
に
二
幅
付
け

ら
れ
て
み
る
嶽
學
の
諸
定
理
・
が
、
命
題
計
算
學
の
斯
る
テ
ー
ゼ
無

し
に
も
、
謹
明
さ
れ
得
る
か
否
か
を
研
究
す
る
こ
と
は
興
味
が
あ

る
だ
ら
う
。

　
三
慣
の
命
題
計
算
墨
の
髄
系
は
通
常
の
命
題
計
算
學
の
噺
片

　
　
　
　
　
ツ
ヤ
ン
・
か
カ
ツ
ェ
ウ
イ
ッ
ツ
『
多
蛮
命
題
計
算
學
に
就
て
』

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
艦
系
が
普
逓
量
記
號
の
添
加
に
依
っ

て
鑛
張
さ
れ
る
と
き
は
、
銀
箭
は
完
全
に
憂
化
す
る
。
纏
張
さ
れ

た
多
綴
の
命
題
計
算
學
の
離
系
の
中
に
は
、
二
債
の
艦
系
で
は
成

立
し
て
み
な
い
テ
ー
ゼ
が
あ
る
．
v
嚇
蕊
は
斯
る
テ
ー
ゼ
の
綱
と

し
て
役
立
っ
こ
と
が
轟
填
る
。
日
蕊
に
打
て
表
示
噛
㌔
軽
．
を
U
鉢
。

に
從
っ
て
ご
∋
ギ
へ
へ
に
依
り
、
】
渇
糞
“
㌦
．
を
こ
Q
＞
凶
〉
“
〉
“
、
．
に

依
っ
て
置
き
か
へ
る
と
次
の
テ
！
ぜ
を
得
る
。

　
8
蕊
　
〉
霞
、
～
環
◎
ン
ご
貸
〉
タ
引
〉
麟

　
こ
れ
は
二
儂
の
命
題
計
算
學
で
は
傭
で
あ
る
。
量
記
號
を
持
つ

命
題
計
算
畢
の
三
償
の
艦
系
i
一
こ
れ
は
タ
ル
ス
キ
イ
及
び
ワ

ユ
ス
ベ
ル
ク
ノ
く
号
9
お
爾
氏
の
研
究
の
お
か
ぴ
で
公
理
的
方
法

に
依
っ
て
も
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
出
來
る
！
は
、
非
ユ
ヨ
ク
リ

ッ
ド
幾
何
學
の
或
贈
…
系
が
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
そ
れ
か
ら
相
異
す

る
と
嗣
様
に
、
命
題
計
算
學
の
通
常
の
二
陣
の
醗
系
か
ら
湘
異
す

る
と
こ
ろ
の
無
矛
澱
な
論
理
的
艦
系
の
最
も
簡
箪
な
擁
で
あ
る
。

　
上
蓮
の
腱
系
は
、
麺
常
の
命
題
計
算
學
と
癬
黒
ハ
す
る
膿
系
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぬ
　
も
　
ヘ
　
へ

っ
て
、
直
観
的
な
墓
礎
を
示
し
得
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
の
主

張
を
私
は
提
患
し
て
も
い
、
と
信
ず
る
。
こ
の
報
告
の
主
要
隠
的

は
、
こ
の
直
興
野
、
幕
礎
は
、
様
翻
陳
述
に
封
し
て
成
立
す
る
慮
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
七
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的
な
命
題
1
…
皿
の
中
に
成
立
し
て
み
る
こ
と
の
謹
明
、
を
與
へ

る
と
こ
ろ
に
こ
そ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
命
題
は
逓
常
の

論
理
學
で
は
矛
贋
な
し
に
は
統
一
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
ポ
ス

ト
（
矧
。
。
・
け
）
氏
は
既
に
命
題
計
．
算
學
の
多
債
の
罷
系
を
純
粋
に
形

式
晶
閏
な
翻
凱
黙
か
ρ
り
研
究
し
た
。
か
、
し
か
・
も
被
は
フ
て
れ
画
ぜ
込
醐
理
的
に

解
聾
す
る
こ
と
が
爆
撃
な
か
っ
た
。
⑳
癒
率
律
の
普
遍
安
無
性
を

論
駁
し
、
其
他
通
常
の
命
題
計
算
學
の
種
々
の
テ
ー
ゼ
を
顎
否
す

る
ブ
ロ
ウ
ワ
ー
（
辱
○
箋
巳
氏
の
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
に
は
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

観
的
に
墓
礎
付
け
ら
れ
た
騰
系
に
ま
で
到
蓮
し
て
み
な
い
。
そ
れ

は
未
だ
、
そ
の
構
成
と
意
味
と
が
金
く
不
明
瞭
な
ま
・
の
膿
系
の

懸
片
に
す
ぎ
な
い
。
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
私
に
依
っ
て
提
繊
さ
れ
た
命
題
計
算
學
の
多
趣
の
膿
系
を
「
非

へ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
セ

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
」
論
環
學
と
呼
ぶ
の
は
恐
ら
く
正
夢
で
な
か

ら
う
O
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
こ
そ
ま
さ
し
く
二
傾
性
原
理
は
或
陳
蓮

に
饗
し
て
は
成
立
し
得
な
い
で
あ
ら
う
と
言
ふ
思
想
を
始
め
て

把
握
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
く
憐
れ
た
論
理
肇
は
寧
ろ
非

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や
　
　
へ

「
ク
リ
シ
ッ
ボ
ス
的
と
特
色
付
け
得
る
で
あ
ら
う
。
郎
ち
ク
リ
シ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ッ
ボ
ス
ご
Ω
頃
｝
・
ψ
ぢ
℃
○
ψ
、
．
は
、
領
空
蓮
は
虞
で
あ
る
か
然
ら
ざ

れ
ば
煽
で
あ
る
と
の
命
題
を
充
分
な
る
意
識
を
以
て
提
勘
し
、
頑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
八

固
に
擁
護
を
し
た
最
初
の
論
理
．
肇
者
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
ク
リ
シ
ッ
ボ
ス
の
命
題
は
今
日
に
至
る
ま
で
我
々
の

全
論
理
學
の
最
も
深
い
幕
礎
を
形
成
し
て
み
る
。

　
論
理
學
の
弗
ク
リ
シ
ッ
ボ
ス
的
醗
系
の
成
立
が
燈
芯
な
る
影

響
を
哲
墨
的
思
索
に
及
ぼ
す
で
あ
ら
う
か
を
豫
偏
す
る
は
容
易

で
な
い
。
併
し
、
此
虚
に
示
さ
れ
た
論
理
學
の
艦
系
の
蕎
學
的
意

義
は
、
少
く
と
も
、
幾
何
學
の
罪
ユ
ー
ク
リ
ッ
ザ
二
念
系
の
意
義

と
同
じ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
あ
っ
て
い
・
と
私
に
は
思
は
れ
る

の
で
あ
る
。

⑳
謹
聴
翼
好
ぎ
。
・
∬
H
簿
門
9
F
8
け
凹
。
ロ
8
p
㈹
2
。
巨
畠
8
門
鴇
。
門

　
⑦
一
〇
罎
。
幕
鳶
，
団
箒
，
o
℃
＄
脚
織
9
謎
冒
》
H
§
　
㍉
o
嵩
婦
，
窟
　
o
励
レ
画
暮
】
ポ
　
＜
o
一
●

　
区
ぴ
禁
が
お
譲
．
一
八
二
頁
　
　
「
最
高
次
元
の
薩
翻
的
な
命
題
塞

　
　
聞
は
3
で
あ
る
。
」

⑳
滲
照
野
渾
H
．
b
δ
§
ヨ
δ
び
H
弓
象
9
常
釜
。
一
δ
N
⑦
二
①
㈹
§
σ
q

　
ヨ
p
夢
Φ
諺
纂
誘
。
ぎ
門
　
○
毎
峯
鎌
ぴ
謁
篇
浮
．
臼
巴
耗
Φ
ω
び
。
野
　
自
．
鳥
①
戸
誘
。
｛
『

　
窯
欝
窪
㌔
＜
Φ
門
魚
こ
σ
q
§
蓼
切
争
ω
9
・
層
お
膿
”
ω
』
鴇
管
　
N
鴛
膨
㊦
㈹
葺
亭

　
山
範
μ
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